
Ⅰ　専門分野の成長戦略

水産業分野
水産業分野の取り組みの概要

　①　産業振興計画のこれまでの取り組みによる成果と課題
　　漁業者の減少や高齢化に加え、海況の変化等により漁獲量が不安定な中、水産業の成長産

　業化を図るため、生産性の向上や販路開拓、担い手の確保等に取り組みました。生産面では、

　デジタル技術を活用した効率的な生産流通体制への転換を進める「高知マリンイノベーショ

　ン」の推進や、安定生産が可能な養殖生産の拡大、外商の強化に向けた加工施設の立地促進

　等を行いました。流通・販売面では、「高知家の魚応援の店」への販売拡大や、水産物輸出

　促進コーディネーター等のネットワークを活用した海外での販路開拓等に取り組んできまし

　た。漁業生産を支える担い手の確保では、高知県漁業就業支援センターによる就業相談から

　就業後までの一貫した支援を行い、関西圏など県外からの就業につなげてきました。

　　その結果、漁業生産額が平成20年以降減少（H20:483億円→R4:475億円）する中で、養殖

　業が成長（H20:139億円→R4:222億円）し、また、水産加工出荷額は大きく増加（H20:171億

　円→R4:249億円）しています。

　　一方、不漁や物価高騰による経営の圧迫、一部の国での輸入停止、深刻な担い手不足等、
　水産業を取り巻く環境は厳しさを増しています。そうした中で魅力ある水産業としていくに
　は、デジタル技術を活用したさらなる生産性の向上や養殖業の振興による安定的な生産、新
　たな販路開拓・販売拡大を図るとともに、担い手として多様な人材の受入れが必要です。

　②　第５期計画ver.２の取り組み
　　第５期計画では、「若者が地域で稼げる魅力的な水産業」を実現していくため、環境や社

　会の変化に強い「持続可能」で、地産外商により「稼げる」、そして多様な人材が活躍でき

　る「働きやすい」水産業の実現に向けて、次の４つを戦略の柱として取り組みを推進します。

　柱１　漁業生産の構造改革

　　高知マリンイノベーションの取り組みでは、メジカ漁場予測システムの構築を行い、R8年

　度からNABRASでの予測情報の発信を目指すとともに、産地市場のスマート化に向けては、土

　佐清水地域でのモデルケースの構築と他地域への横展開に取り組みます。また、養殖業では、

　新規漁場への企業誘致や陸上養殖の推進に取り組むほか、デジタル機器の総合的な整備を支

　援し、生産コストの削減と働きやすい漁業への転換に取り組みます。

　柱２　市場対応力のある産地加工体制の強化

　　輸出の拡大に向けた加工施設の整備や衛生管理の高度化に取り組むとともに、加工用原料

　や製品の保管に必要な冷凍保管ニーズの掘り起こしや施設整備等への支援に取り組みます。

　柱３　流通・販売の強化

　　「高知家の魚応援の店」や消費地の卸売市場関係者とのネットワークを活かし、外商の拡

　大を進めます。また、海外で店舗展開する国内企業と連携した輸出の拡大に取り組むほか、

　県内事業者の商社化を推進し、農産物を含むALL高知での輸出拡大を目指します。

　柱４　担い手の確保・育成

　　さらなる担い手の確保に向け、デジタルマーケティングを活用した就業フェア等への誘導　

　策の強化を行うとともに、若者や女性に選ばれる水産業への転換を図るため、女性を主体と

　した操業モデルの検討や不漁等の影響を受けにくいマルチ漁業化への支援に取り組みます。
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「地
産

」の
強

化

柱
４

　担
い

手
の

確
保

・育
成

水
産

業
分

野
の

施
策

の
展

開
 　

　～
 若

者
が

地
域

で
稼

げ
る

魅
力

的
な

水
産

業
 ～

分
野

を
代

表
す

る
目

標
　　

　　
　 

 水
産

加
工

出
荷

額
   

   
   

   
   

   
 出

発
点

（
R3

）
22

4億
円

 　
⇒

　現
状

（
R4

）
24

9億
円

　 
⇒

　R
7 

27
8億

円
　 

⇒
　4

年
後

（
R9

）
28

4億
円

　 
⇒

　1
0年

後
（

R1
5）

30
2億

円

（
１

）
新

規
就

業
者

の
確

保
・育

成
①

 関
西

圏
の

専
門

学
校

等
や

県
内

高
校

で
の

就
業

セ
ミナ

ー
の

開
催

②
 県

独
自

の
就

業
フェ

ア
の

開
催

④
 就

業
希

望
者

を
対

象
とし

た
短

期
・長

期
　　

研
修

等
の

実
施

成
長

を
支

え
る

取
組

の
強

化

　　
　　

　　
漁

業
生

産
額

(宝
石

サ
ン

ゴ
を

除
く)

   
   

  出
発

点
（

R3
）

45
1億

円
 　

⇒
　現

状
（

R5
）

59
8億

円
　⇒

　R
7 

48
7億

円
　 

⇒
　4

年
後

（
R9

）
52

0億
円

　 
⇒

　1
0年

後
（

R1
5）

54
5億

円

柱
３

　流
通

・販
売

の
強

化

（
１

）
外

商
の

拡
大

②
 卸

売
市

場
関

係
者

の
ネ

ット
ワ

ー
クを

活
か

した
取

引
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拡
大

➀
 「

高
知

家
の

魚
応

援
の

店
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の
ネ

ット
ワ

ー
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活
用

した
外

商
活

動
の

強
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③
 県

内
事

業
者

の
商

社
化

を
推

進
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農
産

物
を

含
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知
で

の
輸

出
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拡
大

（
３

）
地

域
資

源
を

活
用

し
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付
加

価
値

の
創

出

「外
商
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強

化

（
２

）
輸

出
の

拡
大

③
 商

談
会

等
へ

の
出

展
に

よ
る

販
路

拡
大

を
支

援

新
規

就
業

者
の

確
保

や
育

成
を支

援
！

大
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市
圏

や
海

外
へ

の
外

商
活

動
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強
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！

目
指
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③
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促

進
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携
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２
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保
①
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換
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け
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③
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向

け
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携
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①
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①
 デ

ジ
タル

技
術

等
の

活
用

に
よ

り、
環

境
や

社
会

の
変

化
に

強
く安

定
した

所
得

が
得

られ
る

 "
持

続
可

能
な

" 
水

産
業

②
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③
 労

働
環

境
の

改
善

に
より

、多
様

な
人

材
が

活
躍

で
きる

 "
働

き
や

す
い

" 
水

産
業

「若
者

が
地

域
で

稼
げ

る
魅

力
的

な
水

産
業

」の
実

現

経
営

の
安

定
と労

働
環

境
の

整
備

を
支

援
！

②
 労

働
環

境
等

の
改

善
に

向
け

た
専

門
家

の
派

遣
等

の
支

援
①

 若
者

、女
性

等
の

多
様

な
人

材
が

参
入

・定
着

しや
す

い
環

境
整

備

➀
 水

産
物

輸
出

促
進

コー
デ

ィネ
ー

ター
や

卸
売

市
場

関
係

者
等

の
　　

ネ
ット

ワ
ー

クを
活

用
した

販
路

開
拓

・拡
大

②
 外

国
人

材
の

受
け

入
れ

の
推

進

（
２

）
加

工
関

連
産

業
の

強
化

③
 加

工
施

設
の

機
能

強
化

や
衛

生
管

理
の

高
度

化

柱
２

　市
場

対
応

力
の

あ
る

産
地

加
工

体
制

の
強

化

（
１

）
加

工
施

設
の

立
地

促
進

や
機

能
等

の
強

化
①

 輸
出

に
対

応
した

加
工

施
設

の
立

地
支

援

①
 加

工
用

原
料

や
製

品
の

保
管

に
必

要
な

冷
凍

保
管

ビジ
ネ

ス
の

強
化

②
 輸

出
に

適
した

加
工

用
原

魚
の

確
保

産
地

加
工

の
拡

大
と雇

用
の

場
を

創
出

！

柱
１

　漁
業

生
産

の
構

造
改

革

 ①
 情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「N

AB
RA

S」
の

運
用

と機
能

強
化

（
３

）
漁

船
漁

業
の

振
興

①
 事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
　　

（
か

つ
お

・ま
ぐろ

漁
業

、定
置

網
漁

業
）

③
 漁

船
・漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援

（
１

）
高

知
マ

リン
イ

ノベ
ー

シ
ョン

の
推

進
生

産
性

の
向

上
や

生
産

量
の

増
大

に
向

け
た

取
り組

み
を

推
進

！

 ②
 リ

ス
ク対

策
に

つ
な

が
る

予
測

手
法

の
開

発
　　

（
二

枚
潮

、急
潮

、赤
潮

）
 ③

 利
益

シ
ミュ

レ
ー

シ
ョン

ツー
ル

の
機

能
強

化

（
２

）
養

殖
業

の
振

興

③
 ブ

リ人
工

種
苗

の
導

入
に

よ
る

養
殖

経
営

の
安

定
化

④
所

得
の

向
上

を
目

指
した

生
産

コス
トの

削
減
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②
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大
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へ

！
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②
 海

外
で
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舗
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す
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国
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拡

大

拡
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業
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量
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石

サ
ン

ゴ
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除
く)

   
   

  出
発

点
（

R4
）

6.
3万

トン
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　現
状

（
R5

）
8.

0万
トン

　⇒
　R

7 
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0万
トン

　⇒
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年
後

（
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）
8.

4万
トン

　⇒
　1

0年
後

（
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5）
8.
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トン

②
 マ
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チ

漁
業

化
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推
進

に
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へ
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◆
分
野
全
体
の
目
標

第
5期
計
画

各
産
業
分
野
の

取
り組
み
の
柱

戦
略
の
類
型

第
5期
計
画
　

戦
略
目
標

出
発
点

現
状
値

R7
年
度

到
達
目
標

４
年
後
（
R9
）

目
標
値

重
点
施
策

該
当

鮮
魚

の
県

内
市

場
取

扱
額

（
年

間
）

7
3
億

円
（
R

4
）

7
4
億

円
(R

6
)

8
8
億

円
8
8
億

円
○

養
殖

生
産

量
（
ブ

リ
、

カ
ン

パ
チ

、
マ

ダ
イ

、
ク

ロ
マ

グ
ロ

）
（
年

間
）

1
3
,7

0
3
ト

ン
（
R

4
）

2
0
,8

3
5
ト

ン
（
R

5
）

1
9
,6

5
0
ト

ン
2
3
,0

0
0
ト

ン
○

海
外

H
A

C
C

P
対

応
型

加
工

施
設

の
整

備
（
累

計
）

４
件

（
R

4
）

５
件

（
R

6
）

-
６

件

養
殖

魚
の

前
処

理
加

工
（
年

間
）

4
9
.6

億
円

（
R

4
）

6
3
.4

億
円

(R
5
)

9
3
億

円
9
7
億

円

「
応

援
の

店
」
へ

の
県

内
参

画
事

業
者

の
出

荷
額

（
年

間
）

2
.8

億
円

（
R

4
）

5
.5

億
円

（
R

6
）

5
.3

億
円

5
.7

億
円

○

水
産

物
の

輸
出

（
年

間
）

2
.7

億
円

（
R

4
)

5
.2

億
円

(R
5
)

1
5
.8

億
円

1
7
.7

億
円

○

新
規

就
業

者
数

（
年

間
）

5
3
名

（
R

4
）

4
1
名

(R
6
)

6
0
名

6
0
名

○

　
　

う
ち

若
年

（
1
5
～

3
4
歳

）
女

性
新

規
就

業
者

数
（
年

間
）

2
名

（
R

4
）

1
名

(R
6
)

4
名

4
名

○

法
人

経
営

体
数

（
定

置
網

漁
業

）
（
累

計
）

9
法

人
（
R

5
.9

）
9
法

人
（
R

6
）

1
0
法

人
1
2
法

人

事
業

戦
略

策
定

経
営

体
に

お
け

る
各

年
の

営
業

利
益

の
目

標
達

成
率

（
年

間
）

6
3
%

（
R

4
）

7
3
%

(R
5
)

1
0
0
%

1
0
0
%

水
産
業
分
野
で
掲
げ
る
目
標
一
覧

１
　

漁
業

生
産

の
構

造
改

革

①
構

造
転

換
型

②
地

域
産

業
ス

ケ
ー

ル
ア

ッ
プ

型

２
　

市
場

対
応

力
の

あ
る

産
地

加
工

体
制

の
強

化

②
地

域
産

業
ス

ケ
ー

ル
ア

ッ
プ

型

３
　

流
通

・
販

売
の

強
化

②
地

域
産

業
ス

ケ
ー

ル
ア

ッ
プ

型

③
グ

ロ
ー

バ
ル

展
開

型

４
　

担
い

手
の

確
保

・
育

成
⑤

人
材

起
点

型

・
漁

業
生

産
額

（
宝

石
サ

ン
ゴ

を
除

く
）

　
　

出
発

点
（
R

3
）
4
5
1
億

円
　

⇒
　

現
状

（
R

5
）
5
9
8
億

円
　

⇒
　

R
7
 4

8
7
億

円
　

⇒
　

4
年

後
（
R

9
)　

5
2
0
億

円
　

⇒
　

1
0
年

後
（
R

1
5
）
5
4
5
億

円

・
漁

業
生

産
量

（
宝

石
サ

ン
ゴ

を
除

く
）

　
　

出
発

点
（
R

4
）
6
.3

万
ト

ン
　

⇒
　

現
状

（
R

5
）
8
.0

万
ト

ン
　

⇒
　

R
7
 8

.0
万

ト
ン

　
⇒

　
4
年

後
（
R

9
）
8
.4

万
ト

ン
　

⇒
　

1
0
年

後
（
R

1
5
）
8
.8

万
ト

ン

・
水

産
加

工
出

荷
額

　
　

出
発

点
（
R

3
）
2
2
4
億

円
  
⇒

　
現

状
（
R

4
）
2
4
9
億

円
　

⇒
　

R
7
 2

7
8
億

円
　

⇒
　

4
年

後
（
R

9
)　

2
8
4
億

円
　

⇒
　

1
0
年

後
（
R

1
5
）
3
0
2
億

円
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K
P

I）

１
　

高
知

マ
リ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
（
１

）
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「
N

A
B

R
A

S
」
の

運
用

と
機

能
強

化
　

・
水

産
振

興
部

が
所

有
す

る
水

産
に

関
す

る
デ

ー
タ

を
一

元
的

に
管

理
す

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

構
築

（
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

6
4
項

目
、

1
3
9
デ

ー
タ

を
格

納
）

　
・
海

水
温

や
潮

流
、

赤
潮

発
生

情
報

な
ど

の
漁

業
操

業
に

有
用

な
情

報
や

上
記

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
デ

ー
タ

を
発

信
す

る
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
N

A
B

R
A

S
を

構
築

し
、

R
5
.1

月
末

か
ら

運
用

を
開

始 　
⇒

運
用

開
始

か
ら

R
7
.3

月
末

ま
で

の
延

べ
閲

覧
数

は
約

8
0
万

回
（
月

平
均

約
3
.1

万
回

）
、

プ
ッ

シ
ュ

通
知

の
登

録
数

は
赤

潮
・
急

潮
が

2
5
0
人

、
マ

グ
ロ

採
捕

停
止

命
令

が
3
6
1
人

１
　

高
知

マ
リ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
（
１

）
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「
N

A
B

R
A

S
」
の

運
用

と
機

能
強

化
　

・
利

便
性

の
向

上
（
デ

ー
タ

更
新

の
迅

速
性

の
向

上
、

操
作

性
や

視
認

性
の

向
上

）

１
　

高
知

マ
リ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
（
１

）
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「
N

A
B

R
A

S
」
の

運
用

と
機

能
強

化
　

・
利

用
者

の
意

見
に

基
づ

く
シ

ス
テ

ム
の

改
良

や
発

信
す

る
情

報
の

追
加

に
よ

る
漁

業
関

係
者

へ
の

普
及

と
利

用
率

の
向

上
【
R

6
～

R
9
】

　
・
R

6
年

度
は

以
下

の
シ

ス
テ

ム
改

修
を

実
施

　
　

①
ク

ロ
マ

グ
ロ

採
捕

停
止

命
令

通
知

機
能

の
拡

充
　

　
②

ア
ン

ケ
ー

ト
機

能
の

実
装

　
　

③
ク

ロ
ロ

フ
ィ

ル
衛

星
画

像
表

示
機

能
の

実
装

　
　

④
災

害
情

報
L
IN

E
発

信
機

能
の

実
装

　
・
R

7
年

度
は

以
下

の
シ

ス
テ

ム
改

修
を

実
施

　
　

①
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
予

測
結

果
の

配
信

等
に

向
け

た
改

修
　

　
②

赤
潮

情
報

の
マ

ッ
プ

化

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
1
＞

参
照

（
P
5
5
）

＜
N

A
B

R
A

S
利

用
漁

業
者

数
＞

2
9
4
人

(R
6
.8

～
9
実

施
ア

ン
ケ

ー
ト

)
↓ 7
1
1
人

(R
9
)

（
２

）
リ

ス
ク

対
策

に
つ

な
が

る
予

測
手

法
の

開
発

➀
二

枚
潮

の
発

生
予

測
　

・
県

等
に

よ
る

海
洋

観
測

デ
ー

タ
の

収
集

・
提

供
（
R

2
～

）
　

・
県

提
供

の
海

洋
観

測
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
J
A

M
S
T
E
C

が
運

用
す

る
海

況
予

測
シ

ス
テ

ム
（
J
C

O
P
E
-
T
）
の

精
度

向
上

（
R

2
～

）

（
２

）
リ

ス
ク

対
策

に
つ

な
が

る
予

測
手

法
の

開
発

➀
二

枚
潮

の
発

生
予

測
　

・
予

測
精

度
の

維
持

・
向

上
　

・
予

測
情

報
の

現
場

へ
の

普
及

（
２

）
リ

ス
ク

対
策

に
つ

な
が

る
予

測
手

法
の

開
発

➀
二

枚
潮

の
発

生
予

測
　

・
県

等
が

収
集

し
た

海
洋

観
測

デ
ー

タ
の

提
供

に
よ

る
予

測
精

度
の

向
上

【
R

6
～

R
9
】

　
・
J
A

M
S
T
E
C

と
漁

業
者

の
意

見
交

換
会

等
を

通
じ

た
予

測
精

度
の

向
上

及
び

予
測

情
報

の
普

及
【
R

6
～

R
9
】

＜
予

測
精

度
の

向
上

＞
相

関
係

数
0
.6

5
（
R

5
）

↓ 相
関

係
数

0
.7

(R
9
)

②
急

潮
発

生
予

測
手

法
の

開
発

　
・
海

洋
観

測
デ

ー
タ

の
収

集
・
蓄

積
（
H

2
7
～

）
　

・
急

潮
発

生
機

序
の

解
明

・
予

測
手

法
の

開
発

（
H

2
7
～

）
　

⇒
紀

南
分

枝
流

「
東

進
型

」
急

潮
の

発
生

機
序

を
解

明
し

、
予

測
手

法
を

確
立

→
急

潮
注

意
報

の
発

出
開

始
（
H

2
9
～

）
　

⇒
紀

南
分

枝
流

「
西

進
型

」
急

潮
の

発
生

機
序

を
解

明
し

、
予

測
手

法
を

確
立

→
急

潮
注

意
報

の
発

出
開

始
（
R

4
～

）

②
急

潮
発

生
予

測
手

法
の

開
発

　
・
紀

南
分

枝
流

急
潮

の
予

測
精

度
の

向
上

　
・
紀

南
分

枝
流

急
潮

以
外

の
予

測
手

法
の

確
立

②
急

潮
発

生
予

測
手

法
の

開
発

　
・
デ

ー
タ

の
蓄

積
・
解

析
に

よ
る

紀
南

分
枝

流
急

潮
の

予
測

精
度

の
向

上
【
R

6
～

R
9
】

　
・
気

象
研

究
所

等
と

連
携

し
た

、
中

央
分

枝
流

急
潮

・
土

佐
湾

急
潮

の
発

生
機

序
の

解
明

・
予

測
手

法
の

確
立

【
R

6
～

R
7
】

　
・
中

央
分

枝
流

急
潮

・
土

佐
湾

急
潮

の
予

測
手

順
の

作
成

、
急

潮
注

意
報

の
発

出
・
検

証
【
R

8
～

R
9
】

＜
発

生
機

序
が

不
明

な
急

潮
の

発
生

予
測

手
法

の
確

立
＞ - ↓ 2
件

(R
9
)

③
赤

潮
予

測
手

法
の

開
発

　
・
リ

ア
ル

タ
イ

ム
P
C

R
を

活
用

し
た

赤
潮

早
期

検
知

技
術

の
開

発
（
R

2
～

）
　

・
赤

潮
予

測
手

法
の

開
発

（
R

2
～

）
　

⇒
浦

ノ
内

湾
に

お
け

る
赤

潮
予

測
手

法
の

確
立

（
R

3
）

　
⇒

浦
ノ

内
湾

に
お

け
る

赤
潮

予
測

情
報

の
発

出
・
検

証
（
R

3
～

）
　

・
浦

ノ
内

湾
に

お
け

る
機

械
学

習
の

導
入

に
よ

る
赤

潮
予

測
の

精
度

向
上

（
R

4
～

）
　

・
赤

潮
予

測
手

法
を

養
殖

現
場

に
活

か
す

た
め

の
餌

止
め

効
果

（
補

償
成

長
）
の

検
証

（
R

2
～

R
3
）

　
⇒

得
ら

れ
た

成
果

を
養

殖
事

業
者

等
へ

普
及

（
R

3
～

R
4
）

　
・
県

・
水

産
庁

事
業

を
活

用
し

た
養

殖
現

場
へ

の
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

（
R

3
～

）
　

⇒
R

3
：
1
4
経

営
体

、
R

4
：
3
経

営
体

、
R

5
：
1
経

営
体

、
R

6
：
2
経

営
体

③
赤

潮
予

測
手

法
の

開
発

　
・
野

見
湾

・
宿

毛
湾

に
お

け
る

赤
潮

予
測

手
法

の
開

発 　
・
浦

ノ
内

湾
に

お
け

る
赤

潮
予

測
の

精
度

向
上

　
・
養

殖
業

の
デ

ジ
タ

ル
化

③
赤

潮
予

測
手

法
の

開
発

【
野

見
湾

・
宿

毛
湾

】
　

・
赤

潮
予

測
手

法
の

開
発

・
確

立
【
R

6
～

R
7
】

　
・
赤

潮
予

測
情

報
の

発
出

・
検

証
【
R

8
～

R
9
】

【
浦

ノ
内

湾
】

　
・
赤

潮
予

測
手

法
に

機
械

学
習

や
赤

潮
プ

ラ
ン

ク
ト

ン
の

生
物

学
的

特
性

（
水

温
・
塩

分
等

が
増

殖
に

及
ぼ

す
影

響
）
を

導
入

す
る

こ
と

に
よ

る
予

測
精

度
の

向
上

【
R

6
～

R
9
】

　
・
湾

内
で

の
赤

潮
プ

ラ
ン

ク
ト

ン
の

移
動

等
を

予
測

す
る

た
め

の
モ

デ
ル

（
流

動
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

）
の

構
築

【
R

6
～

R
8
】

　
・
流

動
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

の
検

証
・
改

良
【
R

8
～

R
9
】

【
全

体
】

　
・
県

・
水

産
庁

事
業

を
活

用
し

た
養

殖
現

場
へ

の
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

【
R

6
～

R
9
】

（
３

）
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
機

能
強

化
　

・
R

4
は

8
経

営
体

が
ツ

ー
ル

の
活

用
を

開
始

し
、

R
5
は

沿
岸

漁
業

で
の

ツ
ー

ル
開

発
に

着
手

　
・
利

益
を

意
識

し
た

操
業

の
意

識
づ

け
に

つ
な

げ
た

（
３

）
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
機

能
強

化
　

・
安

定
的

な
漁

業
経

営
に

向
け

、
漁

業
者

か
ら

の
機

能
強

化
の

要
望

（
当

日
の

水
揚

げ
情

報
等

）
へ

の
対

応
の

検
討

（
３

）
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
機

能
強

化
　

・
民

間
事

業
者

と
の

連
携

に
よ

る
機

能
強

化
【
R

6
】

　
・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
普

及
・
高

度
化

の
検

討
【
R

6
～

R
8
】

　
・
漁

獲
予

測
モ

デ
ル

の
開

発
の

検
討

（
国

の
研

究
機

関
が

開
発

す
る

漁
場

予
測

と
の

連
携

　
等

）
【
R

6
～

R
8
】

　
・
操

業
効

率
化

支
援

ツ
ー

ル
の

開
発

・
検

討
【
R

9
～

】

＜
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

利
用

経
営

体
数

＞
2
0
経

営
体

(R
5
)

↓ 2
4
経

営
体

(R
9
)

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

漁
業
生
産
の
構
造
改
革

1

鮮
魚

の
県

内
市

場
取

扱
額

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
水

産
試

験
場

及
び

漁
業

指
導

所
が

前
月

実
績

を
漁

協
に

聞
き

取
り

7
3
億

円
（
R

4
）

7
4
億

円
（
R

6
）

8
8
億

円
（
R

9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K
P

I）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

漁
業
生
産
の
構
造
改
革

（
４

）
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　

・
早

稲
田

大
学

と
連

携
し

た
予

測
シ

ス
テ

ム
の

開
発

（
R

2
～

）
　

⇒
予

測
情

報
の

試
験

配
信

（
R

5
.1

～
R

5
.6

）
　

・
シ

ス
テ

ム
の

基
本

設
計

完
成

（
R

6
）

（
４

）
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　

・
予

測
精

度
の

向
上

　
・
本

格
運

用
に

向
け

た
シ

ス
テ

ム
の

構
築

（
４

）
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　

・
予

測
精

度
の

向
上

に
必

要
な

デ
ー

タ
の

収
集

・
提

供
【
R

6
～

R
9
】

　
・
本

格
運

用
に

向
け

た
シ

ス
テ

ム
の

基
本

設
計

【
R

6
】

　
・
本

格
運

用
に

向
け

た
シ

ス
テ

ム
の

構
築

【
R

7
】

　
・
N

A
B

R
A

S
を

活
用

し
た

予
測

情
報

の
発

信
【
R

8
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
1
＞

参
照

（
P
5
5
）

＜
デ

ー
タ

提
供

船
の

確
保

＞
3
隻

(R
5
)

↓ 1
5
隻

(R
9
)

（
５

）
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
黒

牧
周

辺
で

の
カ

ツ
オ

・
マ

グ
ロ

漁
業

の
操

業
の

効
率

化
を

図
る

た
め

、
黒

潮
牧

場
へ

の
ソ

ナ
ー

等
の

機
器

設
置

及
び

高
機

能
化

の
効

果
を

最
大

限
に

発
揮

す
る

黒
潮

牧
場

ブ
イ

を
検

討
　

⇒
設

置
機

器
（
ソ

ナ
ー

）
、

設
置

ブ
イ

の
候

補
を

選
定

（
５

）
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
ソ

ナ
ー

設
置

方
法

や
取

得
デ

ー
タ

の
海

上
か

ら
の

送
信

方
法

の
検

討

（
５

）
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
設

置
す

る
ソ

ナ
ー

の
技

術
的

課
題

（
探

知
範

囲
の

自
動

制
御

、
方

位
認

識
等

）
の

検
討

【
R

6
～

R
8
】

　
・
配

信
方

法
（
通

信
方

法
や

N
A

B
R

A
S
と

の
連

携
等

）
の

検
討

【
R

6
～

R
8
】

　
・
黒

牧
1
2
号

で
の

海
上

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
を

用
い

た
デ

ー
タ

通
信

試
験

の
実

施
【
R

7
】

　
・
黒

潮
牧

場
へ

の
ソ

ナ
ー

の
設

置
【
R

9
】

　
・
N

A
B

R
A

S
で

の
配

信
の

開
始

【
R

1
0
～

】
　

・
新

た
な

高
機

能
化

手
法

及
び

高
機

能
化

ブ
イ

の
検

討
【
R

1
0
～

】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
1
＞

参
照

（
P
5
5
）

（
６

）
市

場
の

ス
マ

ー
ト

化
の

着
実

な
推

進
　

・
土

佐
清

水
地

域
の

3
漁

港
（
貝

ノ
川

、
以

布
利

、
伊

佐
）
で

自
動

計
量

シ
ス

テ
ム

に
移

行
　

・
清

水
、

窪
津

で
メ

ジ
カ

の
電

子
入

札
の

運
用

が
開

始
　

・
中

芸
地

域
の

安
田

漁
港

で
自

動
計

量
シ

ス
テ

ム
に

移
行

（
他

地
域

へ
の

横
展

開
）

（
６

）
市

場
の

ス
マ

ー
ト

化
の

着
実

な
推

進
　

・
清

水
市

場
、

下
ノ

加
江

市
場

、
窪

津
市

場
で

の
自

動
計

量
シ

ス
テ

ム
へ

の
移

行
　

・
漁

業
者

、
漁

協
職

員
、

買
受

人
等

の
市

場
関

係
者

の
意

識
の

醸
成

（
６

）
市

場
の

ス
マ

ー
ト

化
の

着
実

な
推

進
　

・
土

佐
清

水
地

域
の

全
市

場
で

自
動

計
量

シ
ス

テ
ム

に
移

行
【
R

6
～

R
7
】

　
・
メ

ジ
カ

に
つ

い
て

電
子

入
札

に
移

行
【
R

6
～

R
7
】

　
・
メ

ジ
カ

以
外

の
他

魚
種

で
の

電
子

入
札

の
導

入
に

向
け

た
検

討
【
R

7
】

　
・
土

佐
清

水
地

域
で

市
場

ス
マ

ー
ト

化
の

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

の
構

築
及

び
他

地
域

へ
の

横
展

開
を

推
進

【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
1
＞

参
照

（
P
5
5
）

＜
市

場
の

ス
マ

ー
ト

化
が

完
了

し
た

地
域

＞ 0
地

域
(R

5
)

↓ 3
地

域
(R

9
)

（
７

）
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

　
・
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
・
設

備
の

導
入

を
支

援
　

R
3
：
養

殖
業

デ
ジ

タ
ル

化
促

進
事

業
（
県

）
　

　
　

（
1
4
件

）
　

R
4
：
水

産
業

ス
マ

ー
ト

化
推

進
事

業
（
国

）
　

　
　

［
1
件

（
3
事

業
者

）
］

　
R

5
：
燃

油
等

高
騰

緊
急

対
策

設
備

投
資

支
援

事
業

（
県

）
　

　
　

（
1
3
件

）
　

R
6
：
燃

油
等

高
騰

緊
急

対
策

設
備

投
資

支
援

事
業

（
県

）
　

　
　

（
1
5
件

）

（
７

）
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

　
・
省

力
化

に
繋

が
る

デ
ジ

タ
ル

機
器

導
入

等
に

よ
る

労
働

環
境

改
善

の
横

展
開

が
必

要

（
７

）
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

　
・
県

や
国

の
補

助
事

業
を

活
用

し
、

引
き

続
き

省
力

化
に

繋
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
・
設

備
の

導
入

を
支

援
し

、
作

業
の

効
率

化
や

負
担

軽
減

等
の

労
働

環
境

改
善

を
図

る
【
R

6
～

R
9
】

　
・
養

殖
経

営
体

に
お

い
て

デ
ジ

タ
ル

機
器

等
（
養

殖
管

理
シ

ス
テ

ム
、

水
質

監
視

シ
ス

テ
ム

、
魚

体
重

推
定

カ
メ

ラ
等

）
を

総
合

的
に

整
備

し
、

働
き

や
す

い
雇

用
型

漁
業

へ
の

転
換

を
推

進
【
R

7
】

　
・
物

価
高

騰
対

策
と

併
せ

て
行

う
漁

業
の

構
造

転
換

に
関

す
る

機
器

整
備

に
つ

い
て

は
、

重
点

支
援

地
方

交
付

金
を

活
用

【
R

7
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
1
＞

参
照

（
P
5
5
）

＜
総

合
的

な
デ

ジ
タ

ル
化

等
を

実
施

す
る

事
業

者
＞

－ ↓ 3
件

(R
9
)

1
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ

43



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K
P

I）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

漁
業
生
産
の
構
造
改
革

２
　

漁
船

漁
業

の
振

興
（
１

）
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
①

か
つ

お
・
ま

ぐ
ろ

漁
業

　
・
事

業
戦

略
に

基
づ

き
、

採
算

性
の

低
い

時
期

の
操

業
見

直
し

に
よ

る
利

益
向

上
や

、
乗

組
員

の
確

保
に

向
け

た
就

業
フ

ェ
ア

へ
の

参
加

に
よ

る
持

続
性

の
向

上
に

向
け

た
取

り
組

み
等

に
繋

が
っ

た

２
　

漁
船

漁
業

の
振

興
（
１

）
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
①

か
つ

お
・
ま

ぐ
ろ

漁
業

　
・
漁

業
経

営
体

の
経

営
安

定
・
継

続
に

向
け

た
支

援
が

必
要

２
　

漁
船

漁
業

の
振

興
（
１

）
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
①

か
つ

お
・
ま

ぐ
ろ

漁
業

　
・
各

経
営

体
に

対
す

る
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

【
R

6
～

R
7
】

　
・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
漁

業
経

営
の

サ
ポ

ー
ト

を
継

続
【
R

6
～

】
　

・
漁

協
営

漁
指

導
員

や
県

普
及

指
導

員
に

よ
る

伴
走

支
援

【
R

6
～

】

②
定

置
網

漁
業

ブ
ラ

ン
ド

化
に

よ
る

利
益

向
上

や
、

乗
組

員
の

確
保

に
向

け
た

就
業

フ
ェ

ア
へ

の
参

加
に

よ
る

持
続

性
の

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

等
に

繋
が

っ
た

②
定

置
網

漁
業

　
・
漁

業
経

営
体

の
経

営
安

定
・
継

続
に

向
け

た
支

援
が

必
要

②
定

置
網

漁
業

　
・
企

業
的

な
漁

業
経

営
の

推
進

（
法

人
化

等
に

よ
る

労
働

環
境

の
改

善
等

）
【
R

6
～

】
　

・
各

経
営

体
に

対
す

る
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

【
R

6
～

R
7
】

　
・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
漁

業
経

営
の

サ
ポ

ー
ト

を
継

続
【
R

6
～

】
　

・
漁

協
営

漁
指

導
員

や
県

普
及

指
導

員
に

よ
る

伴
走

支
援

【
R

7
～

】

（
２

）
漁

船
・
漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援
　

・
国

の
リ

ー
ス

事
業

等
（
漁

船
導

入
支

援
事

業
（
旧

リ
ー

ス
事

業
）
・
水

産
業

成
長

産
業

化
沿

岸
地

域
創

出
事

業
（
新

リ
ー

ス
事

業
）
）
を

活
用

し
た

リ
ー

ス
漁

船
の

取
得

を
支

援
　

　
旧

リ
ー

ス
：
R

４
：
5
件

→
R

5
：
2
件

→
R

6
：
3
件

　
　

新
リ

ー
ス

：
R

４
：
1
件

→
R

5
：
2
件

→
R

6
：
2
件

（
２

）
漁

船
・
漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援
　

・
造

船
所

の
減

少
や

資
材

の
調

達
難

等
に

よ
り

事
業

完
了

が
遅

れ
る

懸
念

が
高

ま
っ

て
い

る
　

・
近

年
の

主
要

魚
種

の
不

漁
等

に
よ

り
、

事
業

活
用

者
の

K
P
I未

達
の

割
合

が
増

加

（
２

）
漁

船
・
漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援
　

・
事

業
完

了
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

場
合

は
、

漁
船

の
レ

ン
タ

ル
を

提
案

し
、

漁
船

の
整

備
・
取

得
ま

で
の

操
業

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
・
リ

ー
ス

事
業

体
で

あ
る

（
一

社
）
高

知
県

漁
業

就
業

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
事

業
活

用
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
・
独

立
自

営
型

漁
業

へ
の

就
業

は
低

迷
が

続
い

て
お

り
、

両
事

業
の

新
規

漁
業

就
業

者
へ

の
拡

充
支

援
を

継
続

【
R

7
～

R
9
】

  
・
自

営
型

漁
業

へ
の

就
業

希
望

者
の

不
安

を
払

拭
す

る
た

め
、

自
営

型
漁

業
者

の
経

営
の

安
定

化
に

必
要

な
マ

ル
チ

漁
業

化
へ

の
支

援
（
新

規
漁

労
技

術
習

得
研

修
の

受
講

要
件

の
緩

和
と

受
講

者
へ

の
機

器
整

備
）
を

実
施

【
R

7
～

R
9
】

＜
独

立
自

営
型

の
う

ち
釣

漁
業

へ
の

就
業

者
数

＞
4
名

(R
5
)

↓ 6
名

(R
9
)

（
３

）
カ

ツ
オ

資
源

の
回

復
に

向
け

た
取

り
組

み
　

・
カ

ツ
オ

資
源

の
持

続
的

利
用

に
向

け
た

資
源

管
理

の
強

化
に

つ
い

て
政

策
提

言
を

実
施

（
H

1
6

～
）

　
・
資

源
及

び
漁

業
管

理
体

制
の

推
進

に
つ

い
て

か
つ

お
・
ま

ぐ
ろ

漁
業

対
策

推
進

道
県

協
議

会
を

通
じ

て
国

へ
要

望
（
S
5
2
～

）
　

⇒
W

C
P
F
C

第
1
9
回

年
次

会
合

に
お

い
て

新
た

な
漁

獲
管

理
の

枠
組

み
（
管

理
方

式
）
が

導
入

（
R

4
）

　
⇒

W
C

P
F
C

第
2
0
回

年
次

会
合

に
お

い
て

漁
獲

努
力

量
・
漁

獲
量

が
基

準
値

を
上

回
っ

た
場

合
に

保
存

管
理

措
置

を
見

直
す

規
定

が
追

加
（
R

5
）

・
高

知
カ

ツ
オ

県
民

会
議

の
活

動
に

対
す

る
支

援
を

実
施

（
H

2
9
～

）

（
３

）
カ

ツ
オ

資
源

の
回

復
に

向
け

た
取

り
組

み
　

・
日

本
周

辺
へ

の
カ

ツ
オ

来
遊

量
回

復
に

は
資

源
管

理
の

強
化

が
必

要

（
３

）
カ

ツ
オ

資
源

の
回

復
に

向
け

た
取

り
組

み
　

・
政

策
提

言
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

漁
業

対
策

推
進

道
県

協
議

会
を

通
じ

た
国

へ
の

要
望

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
・
高

知
カ

ツ
オ

県
民

会
議

の
活

動
支

援
【
R

6
～

R
9
】

（
再

掲
）

（
４

）
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
黒

牧
周

辺
で

の
カ

ツ
オ

・
マ

グ
ロ

漁
業

の
操

業
の

効
率

化
を

図
る

た
め

、
黒

潮
牧

場
へ

の
ソ

ナ
ー

等
の

機
器

設
置

及
び

高
機

能
化

の
効

果
を

最
大

限
に

発
揮

す
る

黒
潮

牧
場

ブ
イ

を
検

討
　

⇒
設

置
機

器
（
ソ

ナ
ー

）
、

設
置

ブ
イ

の
候

補
を

選
定

（
再

掲
）

（
４

）
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
ソ

ナ
ー

設
置

方
法

や
取

得
デ

ー
タ

の
海

上
か

ら
の

送
信

方
法

の
検

討

（
再

掲
）

（
４

）
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
設

置
す

る
ソ

ナ
ー

の
技

術
的

課
題

（
探

知
範

囲
の

自
動

制
御

、
方

位
認

識
等

）
の

検
討

【
R

6
～

R
8
】

　
・
配

信
方

法
（
通

信
方

法
や

N
A

B
R

A
S
と

の
連

携
等

）
の

検
討

【
R

6
～

R
8
】

　
・
黒

牧
1
2
号

で
の

海
上

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
を

用
い

た
デ

ー
タ

通
信

試
験

の
実

施
【
R

7
】

　
・
黒

潮
牧

場
へ

の
ソ

ナ
ー

の
設

置
【
R

9
】

　
・
N

A
B

R
A

S
で

の
配

信
の

開
始

【
R

1
0
～

】
　

・
新

た
な

高
機

能
化

手
法

及
び

高
機

能
化

ブ
イ

の
検

討
【
R

1
0
～

】

2

養
殖

生
産

量
（
ブ

リ
、

カ
ン

パ
チ

、
マ

ダ
イ

、
ク

ロ
マ

グ
ロ

）
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
農

林
水

産
統

計
（
年

１
回

）
・
漁

業
者

へ
の

聞
き

取
り

に
よ

り
導

入
尾

数
の

傾
向

を
把

握
・
漁

業
指

導
所

が
漁

業
者

等
に

浜
値

を
聞

き
取

り
（
月

１
回

）

1
3
,7

0
3
ト

ン
（
R

4
）

2
0
,8

3
5
ト

ン
（
R

5
）

2
3
,0

0
0
ト

ン
（
R

9
）

１
　

養
殖

業
の

振
興

（
１

）
規

模
拡

大
・
新

規
参

入
業

者
の

誘
致

、
生

産
拡

大
　

・
既

存
養

殖
漁

場
の

有
効

活
用

に
向

け
た

漁
場

利
用

状
況

の
調

査
（
R

4
～

R
5
）

　
・
新

規
養

殖
漁

場
候

補
地

の
選

定
に

向
け

た
調

査
（
波

、
風

、
地

形
等

）
（
R

5
）

　
⇒

土
佐

湾
、

宿
毛

湾
内

で
複

数
の

候
補

地
を

選
定 　

・
調

査
結

果
を

踏
ま

え
た

地
元

の
意

向
確

認
・

調
整

（
R

5
～

）
　

・
候

補
地

へ
の

規
模

拡
大

・
新

規
参

入
事

業
者

誘
致

に
向

け
て

、
水

産
関

連
事

業
者

6
,5

0
0
者

に
ダ

イ
レ

ク
ト

メ
ー

ル
を

送
付

（
R

6
）

　
⇒

9
2
者

か
ら

回
答

。
順

次
、

参
入

に
向

け
た

協
議

を
実

施
。

１
　

養
殖

業
の

振
興

（
１

）
規

模
拡

大
・
新

規
参

入
業

者
の

誘
致

、
生

産
拡

大
　

・
漁

業
権

の
設

定
に

向
け

た
地

元
調

整
　

・
規

模
拡

大
・
新

規
参

入
に

よ
る

養
殖

生
産

の
拡

大

１
　

養
殖

業
の

振
興

（
１

）
規

模
拡

大
・
新

規
参

入
業

者
の

誘
致

、
生

産
拡

大
　

・
漁

業
権

の
設

定
に

向
け

た
地

元
調

整
、

漁
業

権
の

設
定

【
R

6
～

R
9
】

　
・
養

殖
漁

場
候

補
地

調
査

の
結

果
を

踏
ま

え
た

、
地

元
の

合
意

に
基

づ
く
規

模
拡

大
・
新

規
参

入
業

者
の

誘
致

活
動

【
R

6
～

R
9
】

　
・
規

模
拡

大
・
新

規
参

入
業

者
へ

の
支

援
の

拡
充

（
漁

船
リ

ー
ス

、
新

リ
ー

ス
事

業
等

）
【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
2
＞

参
照

（
P
5
6
）

＜
規

模
拡

大
・
新

規
参

入
事

業
者

の
誘

致
＞

- ↓ 3
事

業
者

(R
9
)

1
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ

＜
事

業
戦

略
策

定
経

営
体

に
お

け
る

各
年

の
営

業
利

益
の

目
標

達
成

率
（
年

間
）
＞

7
3
％

(R
5
)

↓ 1
0
0
％

(R
9
)
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K
P

I）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

漁
業
生
産
の
構
造
改
革

(2
)陸

上
養

殖
の

推
進

に
よ

る
生

産
拡

大
　

・
参

入
に

向
け

た
協

議
の

実
施

（
R

6
～

）
(2

)陸
上

養
殖

の
推

進
に

よ
る

生
産

拡
大

・
陸

上
養

殖
へ

の
参

入
の

具
体

的
な

検
討

に
必

要
な

、
地

下
水

の
水

質
や

量
等

に
関

す
る

既
存

デ
ー

タ
が

な
い

(2
)陸

上
養

殖
の

推
進

に
よ

る
生

産
拡

大
　

・
陸

上
養

殖
を

開
始

す
る

た
め

に
必

要
な

条
件

等
の

調
査

【
R

6
】

　
・
陸

上
養

殖
適

地
調

査
の

実
施

（
ボ

ー
リ

ン
グ

調
査

に
よ

る
水

質
・
水

温
・
水

量
デ

ー
タ

の
収

集
）
【
R

7
】

　
・
調

査
結

果
を

活
用

し
た

県
内

外
の

水
産

関
連

企
業

等
の

誘
致

【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
2
＞

参
照

（
P
5
6
）

＜
参

入
事

業
者

の
誘

致
＞

- ↓ 4
事

業
者

(R
9
)

（
３

）
ブ

リ
人

工
種

苗
の

導
入

に
よ

る
養

殖
経

営
の

安
定

化
　

・
ブ

リ
人

工
種

苗
生

産
技

術
開

発
委

託
（
H

3
0
～

R
1
）

　
⇒

高
品

質
な

ブ
リ

人
工

種
苗

の
生

産
技

術
を

確
立 　

・
べ

こ
病

対
策

の
た

め
の

中
間

育
成

試
験

（
R

2
～

R
3
）

　
⇒

浦
ノ

内
湾

で
中

間
育

成
す

る
こ

と
で

べ
こ

病
発

症
を

防
除

で
き

る
こ

と
を

確
認

　
・
ブ

リ
人

工
種

苗
導

入
へ

の
支

援
（
R

4
～

）
　

⇒
宿

毛
湾

及
び

香
南

市
の

養
殖

事
業

者
（
3

者
）
が

ブ
リ

人
工

種
苗

計
3
4
千

尾
を

導
入

　
⇒

ブ
リ

人
工

種
苗

の
成

長
・
生

残
等

に
関

す
る

知
見

を
蓄

積
　

⇒
国

内
外

の
出

荷
先

か
ら

の
品

質
評

価
を

取
得 　

・
人

工
種

苗
導

入
に

係
る

先
進

事
例

を
紹

介
す

る
講

演
会

の
開

催
（
R

6
）

（
３

）
ブ

リ
人

工
種

苗
の

導
入

に
よ

る
養

殖
経

営
の

安
定

化 　
・
ブ

リ
人

工
種

苗
の

導
入

促
進

（
３

）
ブ

リ
人

工
種

苗
の

導
入

に
よ

る
養

殖
経

営
の

安
定

化
　

・
R

4
、

R
5
に

県
内

養
殖

業
者

が
導

入
し

た
人

工
種

苗
の

飼
育

デ
ー

タ
を

解
析

・
提

供
す

る
こ

と
に

よ
る

ブ
リ

人
工

種
苗

の
導

入
促

進
【
R

6
～

R
9
】

　
・
人

工
種

苗
導

入
に

係
る

先
進

事
例

を
紹

介
す

る
講

演
会

の
開

催
【
R

6
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
2
＞

参
照

（
P
5
6
）

（
４

）
「
補

償
成

長
」
を

利
用

し
た

投
餌

量
削

減
技

術
の

開
発

に
よ

る
生

産
コ

ス
ト

の
削

減
　

・
マ

ダ
イ

・
カ

ン
パ

チ
に

お
け

る
補

償
成

長
を

利
用

し
た

飼
料

コ
ス

ト
削

減
技

術
の

開
発

（
H

2
4
～

H
2
6
）

　
・
マ

ダ
イ

に
お

け
る

赤
潮

予
測

手
法

を
養

殖
現

場
に

活
か

す
た

め
の

餌
止

め
効

果
（
補

償
成

長
）

の
検

証
（
R

2
～

R
3
）

　
⇒

得
ら

れ
た

成
果

を
養

殖
事

業
者

等
へ

普
及

（
R

3
～

R
4
）

　
・
民

間
企

業
と

連
携

し
た

補
償

成
長

を
利

用
し

た
投

餌
量

削
減

技
術

の
実

証
試

験
（
R

5
～

R
6
）

　
⇒

成
果

報
告

会
の

開
催

（
R

6
）

（
４

）
所

得
の

向
上

を
目

指
し

た
生

産
コ

ス
ト

の
削

減
①

「
補

償
成

長
」
を

利
用

し
た

投
餌

量
削

減
技

術
の

開
発

に
よ

る
生

産
コ

ス
ト

の
削

減
【
マ

ダ
イ

】
　

・
よ

り
効

果
的

に
補

償
成

長
を

発
現

さ
せ

る
た

め
の

餌
止

め
方

法
の

検
討

　
・
補

償
成

長
を

利
用

し
た

投
餌

量
削

減
技

術
の

普
及

【
ブ

リ
】

　
・
補

償
成

長
を

利
用

し
た

投
餌

量
削

減
技

術
の

開
発

（
４

）
所

得
の

向
上

を
目

指
し

た
生

産
コ

ス
ト

の
削

減
①

「
補

償
成

長
」
を

利
用

し
た

投
餌

量
削

減
技

術
の

開
発

に
よ

る
生

産
コ

ス
ト

の
削

減
【
マ

ダ
イ

】
　

・
民

間
企

業
と

連
携

し
た

補
償

成
長

を
利

用
し

た
投

餌
量

削
減

技
術

の
普

及
【
R

6
～

R
9
】

　
・
よ

り
効

果
的

に
補

償
成

長
を

発
現

さ
せ

る
た

め
の

餌
止

め
期

間
の

検
討

【
R

7
～

R
8
】

【
ブ

リ
】

　
・
補

償
成

長
を

利
用

し
た

投
餌

量
削

減
技

術
の

開
発

【
R

6
～

R
7
】

　
・
補

償
成

長
を

利
用

し
た

投
餌

量
削

減
技

術
の

普
及

【
R

7
～

R
9
】

【
マ

ダ
イ

・
ブ

リ
】

　
・
餌

止
め

が
免

疫
機

能
等

へ
及

ぼ
す

影
響

の
評

価
及

び
影

響
の

軽
減

方
法

の
検

討
【
R

6
～

R
8
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
2
＞

参
照

（
P
5
6
）

＜
マ

ダ
イ

：
投

餌
量

削
減

技
術

を
実

践
す

る
事

業
者

＞
0
者

(R
5
)

↓ 2
6
者

(R
9
)

＜
ブ

リ
：
投

餌
量

削
減

技
術

を
実

践
す

る
事

業
者

＞
0
者

(R
5
)

↓ 5
者

(R
9
)

※
安

全
な

技
術

が
開

発
で

き
た

場
合

②
養

殖
経

営
体

へ
の

デ
ジ

タ
ル

機
器

の
導

入
支

援
②

養
殖

経
営

体
へ

の
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

省
力

化
・
デ

ジ
タ

ル
化

モ
デ

ル
の

構
築

に
よ

る
 雇

用
型

漁
業

の
構

造
転

換
が

必
要

②
養

殖
経

営
体

へ
の

デ
ジ

タ
ル

機
器

の
導

入
支

援
（
再

掲
）

・
養

殖
経

営
体

に
お

い
て

デ
ジ

タ
ル

機
器

等
（
養

殖
管

理
シ

ス
テ

ム
、

水
質

監
視

シ
ス

テ
ム

、
魚

体
重

推
定

カ
メ

ラ
等

）
を

総
合

的
に

整
備

し
、

働
き

や
す

い
雇

用
型

漁
業

へ
の

転
換

を
推

進
　

・
物

価
高

騰
対

策
と

併
せ

て
行

う
漁

業
の

構
造

転
換

に
関

す
る

機
器

整
備

に
つ

い
て

は
、

重
点

支
援

地
方

交
付

金
を

活
用

（
再

掲
）

＜
総

合
的

な
デ

ジ
タ

ル
化

等
を

実
施

す
る

事
業

者
数

＞
－ ↓ 3
件

(R
9
)

2
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

１
　

加
工

施
設

の
立

地
促

進
や

機
能

等
の

強
化

（
１

）
輸

出
に

対
応

し
た

加
工

施
設

の
立

地
支

援
　

・
輸

出
に

対
応

し
た

加
工

施
設

の
整

備
・
改

修
を

支
援

　
⇒

A
加

工
施

設
：
工

場
稼

働
開

始
（
R

4
.6

月
）

　
⇒

B
加

工
施

設
：
工

事
着

工
（
R

4
.1

2
月

）
、

R
5
.8

月
に

工
事

完
了

、
工

場
稼

働
開

始
（
R

5
.9

月
）

　
⇒

C
加

工
施

設
は

R
5
.3

月
に

工
事

完
了

、
工

場
稼

働
開

始
（
R

5
.4

月
）

　
⇒

D
加

工
施

設
は

改
修

工
事

が
R

5
.2

月
に

完
了

１
　

加
工

施
設

の
立

地
促

進
や

機
能

等
の

強
化

（
１

）
輸

出
に

対
応

し
た

加
工

施
設

の
立

地
支

援
　

・
輸

出
拡

大
に

向
け

た
さ

ら
な

る
加

工
施

設
の

整
備

や
機

能
の

強
化

　
・
A

L
P

S
処

理
水

の
海

洋
放

出
に

伴
う

中
国

に
よ

る
日

本
産

水
産

物
の

輸
入

停
止

措
置

に
よ

り
、

中
国

へ
の

輸
出

が
停

止

１
　

加
工

施
設

の
立

地
促

進
や

機
能

等
の

強
化

（
１

）
輸

出
に

対
応

し
た

加
工

施
設

の
立

地
支

援
　

・
輸

出
拡

大
に

向
け

た
新

た
な

加
工

施
設

の
整

備
や

機
能

強
化

等
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
・
「
水

産
物

輸
出

促
進

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

」
に

よ
る

マ
ー

ケ
ッ

ト
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
県

内
事

業
者

の
商

品
開

発
や

販
路

開
拓

等
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

＜
海

外
H

A
C

C
P

対
応

型
加

工
施

設
の

整
備

が
決

定
＞

0
件

（
R

5
）

↓ 1
件

(R
9
)

（
２

）
輸

出
に

適
し

た
加

工
用

原
魚

の
確

保
（
再

掲
）
ブ

リ
人

工
種

苗
の

導
入

に
よ

る
養

殖
経

営
の

安
定

化
　

・
ブ

リ
人

工
種

苗
生

産
技

術
開

発
委

託
（
H

3
0
～

R
1
）

　
⇒

高
品

質
な

ブ
リ

人
工

種
苗

の
生

産
技

術
を

確
立 　

・
べ

こ
病

対
策

の
た

め
の

中
間

育
成

試
験

（
R

2
～

R
3
）

　
⇒

浦
ノ

内
湾

で
中

間
育

成
す

る
こ

と
で

べ
こ

病
発

症
を

防
除

で
き

る
こ

と
を

確
認

　
・
ブ

リ
人

工
種

苗
導

入
へ

の
支

援
（
R

4
～

）
　

⇒
宿

毛
湾

及
び

香
南

市
の

養
殖

事
業

者
（
3
者

）
が

ブ
リ

人
工

種
苗

計
3
万

尾
を

導
入

　
⇒

ブ
リ

人
工

種
苗

の
成

長
・
生

残
等

に
関

す
る

知
見

を
蓄

積

（
２

）
輸

出
に

適
し

た
加

工
用

原
魚

の
確

保
　

・
ブ

リ
人

工
種

苗
の

導
入

に
よ

る
養

殖
経

営
の

安
定

化 　
・
ブ

リ
人

工
種

苗
の

導
入

促
進

（
２

）
輸

出
に

適
し

た
加

工
用

原
魚

の
確

保
（
再

掲
）
ブ

リ
人

工
種

苗
の

導
入

に
よ

る
養

殖
経

営
の

安
定

化
　

・
R

4
、

R
5
に

県
内

養
殖

業
者

が
導

入
し

た
人

工
種

苗
の

飼
育

デ
ー

タ
を

解
析

・
提

供
す

る
こ

と
に

よ
る

ブ
リ

人
工

種
苗

の
導

入
促

進
【
R

6
～

R
9
】

　
・
人

工
種

苗
導

入
に

係
る

先
進

事
例

を
紹

介
す

る
講

演
会

の
開

催
【
R

6
】

＜
輸

出
向

け
の

S
D

G
ｓ
関

連
商

品
の

開
発

＞
0
件

（
R

5
）

↓ 2
件

(R
9
)

（
３

）
加

工
施

設
の

機
能

強
化

や
衛

生
管

理
の

高
度

化
　

・
（
再

掲
）
輸

出
に

対
応

し
た

加
工

施
設

の
整

備
・

改
修

を
支

援
　

・
水

産
加

工
施

設
等

の
H

A
C

C
P

認
証

取
得

を
支

援 ⇒
輸

出
に

対
応

し
た

H
A

C
C

P
認

証
取

得
　

　
　

R
元

：
1
事

業
者

→
R

6
：
4
事

業
者

　
・
養

殖
魚

認
証

制
度

の
取

得
支

援
（
R

4
～

）
⇒

国
際

認
証

制
度

（
A

S
C

、
M

E
L
）
の

機
運

を
醸

成
す

る
た

め
、

R
5
.3

月
に

高
知

県
水

産
物

輸
出

促
進

協
議

会
と

一
般

社
団

法
人

大
日

本
水

産
会

の
共

催
で

県
内

事
業

者
を

対
象

と
し

た
水

産
エ

コ
ラ

ベ
ル

認
証

制
度

（
M

E
L
）
に

つ
い

て
の

講
習

会
を

実
施

（
3
社

参
加

）
⇒

M
E
L
2
件

（
養

殖
1
件

、
流

通
加

工
1
件

）
の

取
得

を
支

援
（
R

6
）

（
３

）
加

工
施

設
の

機
能

強
化

や
衛

生
管

理
の

高
度

化
　

・
輸

出
拡

大
に

向
け

た
さ

ら
な

る
加

工
施

設
の

整
備

や
機

能
の

強
化

　
・
S
D

G
ｓ
を

意
識

し
た

各
種

認
証

制
度

の
取

得
に

よ
る

競
争

力
の

向
上

　
・
A

L
P

S
処

理
水

の
海

洋
放

出
に

伴
う

中
国

に
よ

る
日

本
産

水
産

物
の

輸
入

停
止

措
定

に
よ

り
、

中
国

へ
の

輸
出

が
停

止

（
３

）
加

工
施

設
の

機
能

強
化

や
衛

生
管

理
の

高
度

化
　

・
（
再

掲
）
輸

出
拡

大
に

向
け

た
新

た
な

加
工

施
設

の
整

備
や

機
能

強
化

等
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
・
中

国
以

外
の

国
へ

の
販

路
開

拓
に

必
要

と
な

る
認

証
（
米

国
向

け
H

A
C

C
P

な
ど

）
の

取
得

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
・
生

産
・
加

工
流

通
販

売
に

お
け

る
認

証
（
M

E
L
な

ど
）
の

取
得

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

＜
M

E
L
等

の
国

際
認

証
の

取
得

件
数

＞ 0
件

（
R

5
）

↓ 5
件

(R
9
)

2

養
殖

魚
の

前
処

理
加

工
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
養

殖
魚

の
前

処
理

加
工

事
業

者
へ

の
加

工
実

績
の

聞
き

取
り

(年
１

回
）

・
 主

要
な

加
工

事
業

者
に

出
荷

額
を

聞
き

取
り

 （
四

半
期

ご
と

）

4
9
.6

億
円

（
R

4
）

6
3
.4

億
円

（
R

5
）

9
7
億

円
（
R

9
）

１
　

加
工

関
連

産
業

の
強

化
（
１

）
加

工
用

原
料

や
製

品
の

保
管

に
必

要
な

冷
凍

保
管

ビ
ジ

ネ
ス

の
強

化
　

・
冷

凍
保

管
ビ

ジ
ネ

ス
に

関
す

る
事

業
者

へ
の

聞
き

取
り

を
実

施
（
R

5
)

１
　

加
工

関
連

産
業

の
強

化
（
１

）
加

工
用

原
料

や
製

品
の

保
管

に
必

要
な

冷
凍

保
管

ビ
ジ

ネ
ス

の
強

化
　

・
安

定
し

た
加

工
用

原
魚

の
確

保
と

、
原

魚
の

凍
結

や
保

管
に

必
要

な
施

設
の

整
備

１
　

加
工

関
連

産
業

の
強

化
（
１

）
加

工
用

原
料

や
製

品
の

保
管

に
必

要
な

冷
凍

保
管

ビ
ジ

ネ
ス

の
強

化
　

・
高

知
県

加
工

業
交

流
促

進
協

議
会

で
の

冷
凍

保
管

ビ
ジ

ネ
ス

に
関

す
る

協
議

【
R

6
～

R
9
】

　
・
冷

凍
保

管
施

設
の

整
備

に
向

け
た

支
援

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

＜
米

国
向

け
冷

凍
商

材
の

取
り

扱
い

事
業

者
＞

0
事

業
者

（
R

5
）

↓ 3
事

業
者

(R
9
)

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

市
場
対
応
力
の
あ
る
産
地
加
工
体
制
の
強
化

1

海
外

H
A

C
C

P
対

応
型

加
工

施
設

の
整

備
（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
事

業
者

訪
問

等
に

よ
る

進
捗

状
況

の
聞

き
取

り

4
件

（
H

2
9
～

R
4
）

5
件

（
H

2
9
～

R
6
）

6
件

（
H

2
9
～

R
9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

１
　

外
商

の
拡

大
（
１

）
「
高

知
家

の
魚

応
援

の
店

」
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

外
商

活
動

の
強

化
　

・
少

量
多

品
種

の
県

産
水

産
物

の
特

徴
を

生
か

し
た

産
地

直
送

に
よ

る
取

り
組

み
、

「
高

知
家

の
魚

応
援

店
制

度
」
を

活
用

し
た

、
産

地
見

学
会

・
産

地
招

へ
い

、
県

産
水

産
物

メ
ニ

ュ
ー

フ
ェ

ア
の

開
催

、
営

業
活

動
の

実
施

等
に

よ
り

県
内

参
画

事
業

者
と

の
取

引
を

促
進

「
応

援
の

店
」
登

録
数

：
（
R

2
）
1
,0

5
9
→

（
R

4
）

1
,1

4
9

→
（
R

5
）
1
,4

1
6
→

（
R

6
）
1
,6

1
7

年
間

取
引

額
：
（
R

2
）
2
.3

億
円

→
（
R

4
）
2
.8

億
円

→
（
R

5
）
3
.7

億
円

→
（
R

6
）
5
.5

億
円

１
　

外
商

の
拡

大
（
１

）
「
高

知
家

の
魚

応
援

の
店

」
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

外
商

活
動

の
強

化
　

・
さ

ら
な

る
取

引
拡

大
に

向
け

た
販

路
の

開
拓

が
必

要 　
・
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
効

率
的

な
商

談
の

開
催

１
　

外
商

の
拡

大
（
１

）
「
高

知
家

の
魚

応
援

の
店

」
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

外
商

活
動

の
強

化
応

援
の

店
と

県
内

参
画

事
業

者
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

、
関

西
圏

の
飲

食
店

や
ホ

テ
ル

な
ど

と
の

取
引

拡
大

を
目

指
す

　
・
県

内
参

画
事

業
者

の
取

引
拡

大
に

つ
な

が
る

商
談

機
会

の
創

出
【
R

6
～

R
9
】

　
・
取

引
額

の
さ

ら
な

る
増

加
に

向
け

た
チ

ェ
ー

ン
店

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

　
・
商

談
の

成
約

率
向

上
、

取
引

拡
大

を
目

指
し

た
営

業
力

強
化

研
修

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
3
＞

参
照

（
P

5
7
）

＜
「
応

援
の

店
」
へ

の
県

内
参

画
事

業
者

の
出

荷
額

（
年

間
）
＞

3
.7

億
円

（
R

5
）

↓ 5
.7

億
円

（
R

9
）

（
２

）
卸

売
市

場
関

係
者

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
た

取
引

の
拡

大
　

・
 水

産
物

流
通

の
中

核
を

担
い

､幅
広

い
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

有
す

る
卸

売
市

場
関

係
者

と
連

携
　

（
関

西
：
R

3
年

度
～

、
関

東
：
R

4
年

度
～

）
　

・
量

販
店

や
飲

食
店

チ
ェ

ー
ン

で
の

県
産

水
産

物
の

販
売

促
進

活
動

を
展

開
　

関
西

販
売

額
：
（
R

3
）
6
.9

億
円

→
（
R

4
）
8
.3

億
円

→
（
R

5
）
1
2
.3

億
円

→
（
R

6
）
1
1
.9

億
円

　
関

東
販

売
額

：
（
R

4
）
：
2
.7

億
円

→
（
R

5
）
2
.4

億
円

（
２

）
卸

売
市

場
関

係
者

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
た

取
引

の
拡

大
　

・
こ

れ
ま

で
培

っ
た

関
係

性
の

更
な

る
強

化

（
２

）
卸

売
市

場
関

係
者

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
た

取
引

の
拡

大
　

・
継

続
取

引
か

ら
定

番
取

引
に

つ
な

が
る

よ
う

な
継

続
的

な
営

業
【
R

6
】

　
・
農

水
連

携
フ

ェ
ア

を
活

用
し

た
ク

ロ
ス

マ
ー

チ
ャ

ン
ダ

イ
ズ

（
カ

テ
ゴ

リ
は

異
な

る
が

関
連

性
の

あ
る

商
品

を
組

み
合

わ
せ

て
売

り
場

に
陳

列
）
の

実
施

【
R

6
】

　
・
消

費
地

市
場

関
係

者
と

県
内

産
地

買
受

人
等

の
意

見
交

換
会

の
開

催
に

よ
る

関
係

強
化

【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
3
＞

参
照

（
P

5
7
）

＜
意

見
交

換
を

行
う

消
費

地
市

場
数

＞
0
市

場
（
R

5
）

↓ 4
市

場
（
R

9
）

（
３

）
商

談
会

等
へ

の
出

展
に

よ
る

販
路

拡
大

を
支

援 　
・
全

国
規

模
の

見
本

市
（
シ

ー
フ

ー
ド

シ
ョ

ー
）
へ

の
出

展
⇒

R
2
：
東

京
1
4
社

、
大

阪
1
5
社

（
成

約
金

額
2
3
,8

9
4
千

円
）

　
 R

3
：
東

京
1
5
社

（
成

約
金

額
1
0
,5

9
7
千

円
）

　
 R

4
：
大

阪
1
3
社

、
東

京
1
3
社

、
大

阪
1
3
社

　
 　

　
（
成

約
金

額
3
8
,7

7
7
千

円
）

　
 R

5
：
東

京
1
6
社

、
大

阪
1
6
社

　
 　

　
（
成

約
金

額
7
3
,9

6
4
千

円
）

  
 R

6
：
東

京
1
6
社

、
大

阪
1
4
社

　
　

 　
(成

約
金

額
1
1
5
,4

0
0
千

円
（
東

京
）
)

（
３

）
商

談
会

等
へ

の
出

展
に

よ
る

販
路

拡
大

を
支

援
　

・
さ

ら
な

る
新

規
顧

客
開

拓
に

よ
る

販
売

額
の

増
大

（
３

）
商

談
会

等
へ

の
出

展
に

よ
る

販
路

拡
大

を
支

援
　

・
全

国
規

模
の

見
本

市
（
シ

ー
フ

ー
ド

シ
ョ

ー
）
へ

の
県

ブ
ー

ス
の

設
置

に
よ

る
商

談
機

会
の

創
出

や
県

産
水

産
物

の
P

R
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
成

約
額

の
増

加
に

向
け

た
出

展
事

業
者

の
フ

ォ
ロ

ー
【
R

6
～

R
9
】

＜
シ

ー
フ

ー
ド

シ
ョ

ー
１

回
あ

た
り

の
成

約
金

額
＞

3
6
,9

8
2
千

円
(R

5
)

↓ 3
7
,0

0
0
千

円
以

上
(R

9
)

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

流
通
・販
売
の
強
化

1

「
応

援
の

店
」
へ

の
県

内
参

画
事

業
者

の
出

荷
額

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
県

内
参

画
事

業
者

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（
年

２
回

）

2
.8

億
円

（
R

4
）

5
.5

億
円

（
R

6
）

5
.7

億
円

（
R

9
）

47



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

流
通
・販
売
の
強
化

1
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ

２
　

地
域

資
源

を
活

用
し

た
付

加
価

値
の

創
出

（
１

）
あ

ゆ
を

活
用

し
た

地
域

活
性

化
の

取
り

組
み

の
推

進
　

・
あ

ゆ
を

観
光

や
地

域
振

興
等

に
有

効
か

つ
持

続
的

に
活

用
す

る
た

め
、

「
あ

ゆ
有

効
活

用
計

画
検

討
会

議
」
を

開
催

し
、

ビ
ジ

ョ
ン

の
内

容
を

検
討

　
⇒

「
あ

ゆ
王

国
高

知
振

興
ビ

ジ
ョ

ン
」
を

策
定

（
R

4
.3

月
）

　
・
「
あ

ゆ
王

国
高

知
振

興
ビ

ジ
ョ

ン
推

進
協

議
会

」
を

設
置

し
、

ビ
ジ

ョ
ン

に
掲

げ
る

取
り

組
み

の
進

捗
等

を
確

認
（
R

4
～

）
 　

・
あ

ゆ
王

国
高

知
H

P
を

開
設

し
、

あ
ゆ

が
食

べ
ら

れ
る

県
内

の
飲

食
店

等
の

情
報

や
あ

ゆ
の

レ
シ

ピ
、

P
R

動
画

な
ど

を
情

報
発

信
（
R

4
～

）
 　

・
イ

ン
フ

ル
エ

ン
サ

ー
に

よ
る

情
報

発
信

や
メ

デ
ィ

ア
向

け
P

R
を

実
施

　
・
県

内
飲

食
店

等
4
9
店

舗
で

あ
ゆ

フ
ェ

ア
を

開
催

（
R

5
.7

月
～

R
5
.9

月
）

　
・
高

知
市

西
敷

地
で

観
光

客
等

を
対

象
し

た
あ

ゆ
P

R
イ

ベ
ン

ト
「
こ

う
ち

天
然

あ
ゆ

祭
り

」
を

開
催

し
、

4
,3

0
0
人

が
来

場
（
R

5
.8

月
）

　
・
複

数
河

川
の

あ
ゆ

を
集

出
荷

す
る

体
制

を
構

築
（
R

4
～

）
　

・
国

内
商

社
に

よ
る

ド
バ

イ
で

の
賞

味
会

に
あ

ゆ
を

販
売

促
進

（
R

5
.1

1
月

）
　

・
釣

り
具

メ
ー

カ
ー

に
よ

る
あ

ゆ
釣

り
全

国
大

会
の

誘
致

活
動

を
実

施
（
R

4
～

）
　

⇒
仁

淀
川

で
西

日
本

ブ
ロ

ッ
ク

大
会

が
開

催
（
R

5
.7

月
）
、

仁
淀

川
で

全
国

決
勝

大
会

が
開

催
（
R

6
.8

月
）

　
・
第

2
期

あ
ゆ

王
国

高
知

ビ
ジ

ョ
ン

を
策

定
（
R

6
.3

月
）

　
・
高

知
市

中
央

公
園

で
、

「
第

２
回

こ
う

ち
天

然
あ

ゆ
ま

つ
り

」
を

開
催

し
、

4
,5

0
0
人

が
来

場
（
R

6
.8

月
）

２
　

地
域

資
源

を
活

用
し

た
付

加
価

値
の

創
出

（
１

）
あ

ゆ
を

活
用

し
た

地
域

活
性

化
の

取
り

組
み

の
推

進 　
・
ビ

ジ
ョ

ン
に

掲
げ

る
取

り
組

み
の

着
実

な
実

行
と

取
り

組
み

の
さ

ら
な

る
拡

大

２
　

地
域

資
源

を
活

用
し

た
付

加
価

値
の

創
出

（
１

）
あ

ゆ
を

活
用

し
た

地
域

活
性

化
の

取
り

組
み

の
推

進
　

・
「
第

２
期

あ
ゆ

王
国

高
知

振
興

ビ
ジ

ョ
ン

」
（
R

6
.3

月
策

定
）
に

掲
げ

る
取

り
組

み
を

事
業

者
や

漁
協

、
市

町
村

等
と

連
携

し
な

が
ら

推
進

【
R

6
～

R
9
】

　
・
あ

ゆ
P

R
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

や
イ

ン
フ

ル
エ

ン
サ

ー
の

活
用

等
に

よ
る

県
産

あ
ゆ

の
効

果
的

な
情

報
発

信
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
県

産
あ

ゆ
の

取
引

拡
大

に
向

け
た

国
内

外
で

の
販

売
促

進
の

強
化

と
新

た
な

集
荷

体
制

の
構

築
【
R

6
～

R
9
】

　
・
釣

り
具

メ
ー

カ
ー

主
催

の
あ

ゆ
釣

り
全

国
決

勝
大

会
で

の
P

R
の

実
施

【
R

6
】
と

さ
ら

な
る

誘
致

活
動

の
展

開
【
R

6
～

R
9
】

＜
流

通
販

売
事

業
者

と
連

携
し

た
新

た
な

販
売

ル
ー

ト
を

構
築

＞
1
件

(R
5
)

↓ 3
件

以
上

(R
9
)

2

水
産

物
の

輸
出

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
ジ

ェ
ト

ロ
高

知
・
県

「
食

料
品

輸
出

額
」
を

確
認

 （
年

１
回

）
・
 主

要
な

輸
出

事
業

者
か

ら
の

聞
き

取
り

（
月

１
回

）

2
.7

億
円

（
R

4
)

5
.2

億
円

（
R

5
)

1
7
.7

億
円

（
R

9
）

１
　

輸
出

の
拡

大
（
１

）
水

産
物

輸
出

促
進

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

や
卸

売
市

場
関

係
者

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

販
路

開
拓

・
拡

大
　

・
「
高

知
県

水
産

物
輸

出
促

進
協

議
会

」
が

国
内

外
の

展
示

会
へ

出
展

［
海

外
見

本
市

及
び

賞
味

会
］

R
3
：
米

国
（
オ

ン
ラ

イ
ン

展
示

会
１

回
）

R
4
：
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
（
3
回

）
、

米
国

 （
1
回

）
R

5
：
タ

イ
（
1
回

）
、

ベ
ト

ナ
ム

（
1
回

）
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

（
1
回

）
、

米
国

（
2
回

）
R

6
：
タ

イ
（
2
回

）
、

台
湾

（
1
回

）
、

ベ
ト

ナ
ム

（
2

回
）
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

（
1
回

）
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

（
1

回
）
、

米
国

（
2
回

）
、

イ
ン

ド
（
2
回

）
［
国

内
見

本
市

］
R

2
：
2
回

（
う

ち
1
回

オ
ン

ラ
イ

ン
）
、

R
3
：
3
回

、
R

4
：
3

回
、

R
5
：
3
回

、
R

6
：
1
回

・
「
水

産
物

輸
出

促
進

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

」
を

配
置

し
、

県
内

事
業

者
の

商
品

開
発

や
販

路
開

拓
を

支
援

（
R

5
）

・
県

産
水

産
物

の
輸

出
拡

大
に

向
け

、
関

東
及

び
関

西
の

卸
売

市
場

関
係

者
等

へ
業

務
委

託
（
R

5
.6

月
～

R
6
.3

月
、

R
6
.5

月
～

R
7
.3

月
.）

⇒
輸

出
額

　
R

2
：
3
.9

億
円

、
R

3
：
3
.1

億
円

、
R

4
：

2
.7

億
円

、
R

5
：
5
.2

億
円

１
　

輸
出

の
拡

大
（
１

）
水

産
物

輸
出

促
進

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

や
卸

売
市

場
関

係
者

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

販
路

開
拓

・
拡

大 　
・
A

L
P

S
処

理
水

の
海

洋
放

出
に

伴
う

中
国

に
よ

る
日

本
産

水
産

物
の

輸
入

停
止

措
置

に
よ

り
、

中
国

へ
の

輸
出

が
停

止
・
中

国
以

外
の

新
た

な
国

へ
の

販
路

の
開

拓

１
　

輸
出

の
拡

大
（
１

）
水

産
物

輸
出

促
進

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

や
卸

売
市

場
関

係
者

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

販
路

開
拓

・
拡

大
　

・
漁

協
や

加
工

事
業

者
等

で
構

成
す

る
高

知
県

水
産

物
輸

出
促

進
協

議
会

に
よ

る
国

内
外

の
見

本
市

へ
の

出
展

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
・
水

産
物

輸
出

促
進

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
よ

る
輸

出
に

取
り

組
む

事
業

者
の

掘
り

起
こ

し
や

マ
ー

ケ
ッ

ト
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
商

品
開

発
、

新
た

な
販

路
の

開
拓

・
拡

大
を

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
関

東
及

び
関

西
の

卸
売

市
場

関
係

等
の

集
荷

能
力

や
輸

出
ル

ー
ト

を
活

用
し

た
販

路
開

拓
を

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
こ

れ
ま

で
輸

出
拡

大
に

取
り

組
ん

で
き

た
米

国
や

東
南

ア
ジ

ア
に

加
え

、
台

湾
や

イ
ン

ド
、

中
東

諸
国

な
ど

の
新

た
な

国
へ

の
輸

出
ル

ー
ト

を
開

拓
す

る
こ

と
で

県
産

水
産

物
の

輸
出

を
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

　
・
東

南
ア

ジ
ア

の
百

貨
店

等
で

店
舗

展
開

す
る

国
内

企
業

と
連

携
し

た
海

外
の

小
売

店
舗

で
の

高
知

フ
ェ

ア
の

開
催

【
R

7
～

R
9
】

　
・
県

内
事

業
者

の
商

社
化

を
推

進
し

、
農

産
物

を
含

む
A

L
L
高

知
で

の
輸

出
を

拡
大

【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
3
＞

参
照

（
P

○
）

＜
卸

売
市

場
関

係
者

等
（
関

東
）
に

よ
る

県
産

水
産

物
の

輸
出

＞
0
.1

億
円

(R
5
)

↓ 1
.4

億
円

(R
9
)

48



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

流
通
・販
売
の
強
化

（
２

）
国

内
外

の
商

社
と

連
携

し
た

海
外

で
の

賞
味

会
の

開
催

に
よ

る
販

路
開

拓
・
拡

大
　

・
国

内
商

社
が

開
催

し
た

ド
バ

イ
で

の
賞

味
会

に
お

い
て

、
県

産
水

産
物

、
青

果
物

及
び

酒
を

販
売

促
進

（
R

5
.1

1
月

）
　

・
高

知
県

水
産

物
輸

出
促

進
協

議
会

が
ベ

ト
ナ

ム
、

イ
ン

ド
・
ベ

ン
ガ

ル
ー

ル
（
R

6
.7

月
）
、

イ
ン

ド
・

ム
ン

バ
イ

（
R

6
.1

1
月

）
、

タ
イ

（
R

7
.2

月
）
で

賞
味

会
を

開
催

（
２

）
国

内
外

の
商

社
と

連
携

し
た

海
外

で
の

賞
味

会
の

開
催

に
よ

る
販

路
開

拓
・
拡

大
　

・
中

国
以

外
の

新
た

な
国

へ
の

販
路

の
開

拓
　

・
賞

味
会

の
開

催
を

通
じ

た
新

た
な

販
路

の
開

拓

（
２

）
国

内
外

の
商

社
と

連
携

し
た

海
外

で
の

賞
味

会
の

開
催

に
よ

る
販

路
開

拓
・
拡

大
　

・
国

内
商

社
と

連
携

し
た

賞
味

会
を

ド
バ

イ
と

ベ
ト

ナ
ム

で
開

催
【
R

6
～

】
　

・
新

た
な

国
で

の
賞

味
会

の
開

催
に

よ
る

販
路

開
拓

・
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
3
＞

参
照

（
P

5
7
）

＜
賞

味
会

の
開

催
数

＞
1
回

(R
5
)

↓ 6
回

(R
9
)

（
３

）
国

内
商

社
等

の
産

地
招

へ
い

に
よ

る
県

内
事

業
者

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
機

会
の

拡
大

　
・
中

国
商

社
が

産
地

を
訪

問
し

、
県

内
事

業
者

と
商

談
（
R

5
.6

月
）

　
・
国

内
商

社
が

ド
バ

イ
で

の
賞

味
会

の
開

催
に

向
け

て
県

内
事

業
者

を
訪

問
（
R

5
.5

月
～

）
　

・
イ

ン
ド

・
ベ

ン
ガ

ル
ー

ル
の

ホ
テ

ル
の

レ
ス

ト
ラ

ン
シ

ェ
フ

を
産

地
招

へ
い

し
、

養
殖

漁
場

や
加

工
施

設
を

訪
問

（
R

5
.4

月
）

　
・
フ

ィ
リ

ピ
ン

に
輸

出
ル

ー
ト

を
有

す
る

国
内

企
業

を
産

地
招

へ
い

し
、

養
殖

漁
場

や
加

工
施

設
を

訪
問

（
R

7
.1

月
）

（
３

）
国

内
商

社
等

の
産

地
招

へ
い

に
よ

る
県

内
事

業
者

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
機

会
の

拡
大

　
・
中

国
以

外
の

新
た

な
国

へ
の

販
路

の
開

拓
　

・
国

内
商

社
等

と
県

内
事

業
者

と
の

効
果

的
な

マ
ッ

チ
ン

グ

（
３

）
国

内
商

社
等

の
産

地
招

へ
い

に
よ

る
県

内
事

業
者

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
機

会
の

拡
大

　
・
国

内
商

社
等

の
産

地
招

へ
い

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
・
国

内
商

社
等

と
連

携
し

た
マ

ー
ケ

ッ
ト

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

商
品

開
発

等
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
国

内
商

社
等

か
ら

の
海

外
に

お
け

る
輸

出
関

連
情

報
の

収
集

【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
3
＞

参
照

（
P

5
7
）

＜
産

地
招

へ
い

に
よ

る
新

た
な

輸
出

ル
ー

ト
の

構
築

＞
1
回

(R
5
)

↓ 3
回

(R
9
)

２
　

地
域

資
源

を
活

用
し

た
付

加
価

値
の

創
出

（
再

掲
）

（
１

）
あ

ゆ
を

活
用

し
た

地
域

活
性

化
の

取
り

組
み

の
推

進
　

・
あ

ゆ
を

観
光

や
地

域
振

興
等

に
有

効
か

つ
持

続
的

に
活

用
す

る
た

め
、

「
あ

ゆ
有

効
活

用
計

画
検

討
会

議
」
を

開
催

し
、

ビ
ジ

ョ
ン

の
内

容
を

検
討

　
⇒

「
あ

ゆ
王

国
高

知
振

興
ビ

ジ
ョ

ン
」
を

策
定

（
R

4
.3

月
）

　
・
「
あ

ゆ
王

国
高

知
振

興
ビ

ジ
ョ

ン
推

進
協

議
会

」
を

設
置

し
、

ビ
ジ

ョ
ン

に
掲

げ
る

取
り

組
み

の
進

捗
等

を
確

認
（
R

4
～

）
 　

・
あ

ゆ
王

国
高

知
H

P
を

開
設

し
、

あ
ゆ

が
食

べ
ら

れ
る

県
内

の
飲

食
店

等
の

情
報

や
あ

ゆ
の

レ
シ

ピ
、

P
R

動
画

な
ど

を
情

報
発

信
（
R

4
～

）
 　

・
イ

ン
フ

ル
エ

ン
サ

ー
に

よ
る

情
報

発
信

や
メ

デ
ィ

ア
向

け
P

R
を

実
施

　
・
県

内
飲

食
店

等
4
9
店

舗
で

あ
ゆ

フ
ェ

ア
を

開
催

（
R

5
.7

月
～

R
5
.9

月
）

　
・
高

知
市

西
敷

地
で

観
光

客
等

を
対

象
し

た
あ

ゆ
P

R
イ

ベ
ン

ト
「
こ

う
ち

天
然

あ
ゆ

祭
り

」
を

開
催

し
、

4
,3

0
0
人

が
来

場
（
R

5
.8

月
）

　
・
複

数
河

川
の

あ
ゆ

を
集

出
荷

す
る

体
制

を
構

築
（
R

4
～

）
　

・
国

内
商

社
に

よ
る

ド
バ

イ
で

の
賞

味
会

に
あ

ゆ
を

販
売

促
進

（
R

5
.1

1
月

）
　

・
釣

り
具

メ
ー

カ
ー

に
よ

る
あ

ゆ
釣

り
全

国
大

会
の

誘
致

活
動

を
実

施
（
R

4
～

）
　

⇒
仁

淀
川

で
西

日
本

ブ
ロ

ッ
ク

大
会

が
開

催
（
R

5
.7

月
）
、

仁
淀

川
で

全
国

決
勝

大
会

が
開

催
（
R

6
.8

月
）

　
・
第

2
期

あ
ゆ

王
国

高
知

ビ
ジ

ョ
ン

を
策

定
（
R

6
.3

月
）

　
・
高

知
市

中
央

公
園

で
、

「
第

２
回

こ
う

ち
天

然
あ

ゆ
ま

つ
り

」
を

開
催

し
、

4
,5

0
0
人

が
来

場
（
R

6
.8

月
）

２
　

地
域

資
源

を
活

用
し

た
付

加
価

値
の

創
出

（
再

掲
）

（
１

）
あ

ゆ
を

活
用

し
た

地
域

活
性

化
の

取
り

組
み

の
推

進 　
・
ビ

ジ
ョ

ン
に

掲
げ

る
取

り
組

み
の

着
実

な
実

行
と

取
り

組
み

の
さ

ら
な

る
拡

大

２
　

地
域

資
源

を
活

用
し

た
付

加
価

値
の

創
出

（
再

掲
）

（
１

）
あ

ゆ
を

活
用

し
た

地
域

活
性

化
の

取
り

組
み

の
推

進
　

・
「
第

２
期

あ
ゆ

王
国

高
知

振
興

ビ
ジ

ョ
ン

」
（
R

6
.3

月
策

定
）
に

掲
げ

る
取

り
組

み
を

事
業

者
や

漁
協

、
市

町
村

等
と

連
携

し
な

が
ら

推
進

【
R

6
～

R
9
】

　
・
あ

ゆ
P

R
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

や
イ

ン
フ

ル
エ

ン
サ

ー
の

活
用

等
に

よ
る

県
産

あ
ゆ

の
効

果
的

な
情

報
発

信
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
県

産
あ

ゆ
の

取
引

拡
大

に
向

け
た

国
内

外
で

の
販

売
促

進
の

強
化

と
新

た
な

集
荷

体
制

の
構

築
【
R

6
～

R
9
】

　
・
釣

り
具

メ
ー

カ
ー

主
催

の
あ

ゆ
釣

り
全

国
決

勝
大

会
で

の
P

R
の

実
施

【
R

6
】
と

さ
ら

な
る

誘
致

活
動

の
展

開
【
R

6
～

R
9
】

（
再

掲
）

＜
流

通
販

売
事

業
者

と
連

携
し

た
新

た
な

販
売

ル
ー

ト
を

構
築

＞
1
件

(R
5
)

↓ 3
件

以
上

(R
9
)

2
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

１
　

新
規

就
業

者
の

確
保

・
育

成
（
１

）
関

西
圏

の
専

門
学

校
等

や
県

内
高

校
で

の
就

業
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

　
・
関

西
圏

の
専

門
学

校
等

で
の

就
業

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
（
R

4
:1

校
→

R
5
：
4
校

→
R

6
:6

校
）

　
・
県

内
高

校
で

の
就

業
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

（
R

4
:2

校
→

R
5
：
4
校

→
R

6
：
4
校

）

１
　

新
規

就
業

者
の

確
保

・
育

成
（
１

）
関

西
圏

の
専

門
学

校
等

や
県

内
高

校
で

の
就

業
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

　
・
就

業
実

績
の

高
い

県
内

や
関

西
圏

で
の

就
業

希
望

者
の

さ
ら

な
る

掘
り

起
こ

し
が

必
要

　
・
面

談
者

へ
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
の

強
化

が
必

要

１
　

新
規

就
業

者
の

確
保

・
育

成
（
１

）
関

西
圏

の
専

門
学

校
等

や
県

内
高

校
で

の
就

業
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

　
・
関

西
圏

の
水

産
動

物
系

専
門

学
校

や
大

学
で

の
就

業
セ

ミ
ナ

ー
開

催
【
R

6
～

R
9
】

　
・
県

内
高

校
で

の
就

業
セ

ミ
ナ

ー
開

催
 【

R
6
～

R
9
】

　
・
県

内
高

校
の

就
職

相
談

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
通

じ
た

就
業

希
望

者
の

掘
り

起
こ

し
【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
4
＞

参
照

（
P

5
8
）

＜
就

業
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

＞
関

西
専

門
学

校
等

：
6
校

、
県

内
高

校
：
6

校
、

そ
の

他
施

設
：
1

か
所

（
R

6
）

↓ 専
門

学
校

・
大

学
等

：
8
校

(R
9
)

（
２

）
県

独
自

の
就

業
フ

ェ
ア

の
開

催
　

・
出

展
事

業
者

向
け

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
（
参

加
事

業
者

：
R

5
：
1
1
経

営
体

→
R

6
：
2
4

経
営

体
）

　
・
関

西
で

の
就

業
フ

ェ
ア

の
開

催
（
参

加
者

：
R

4
：
:3

8
名

→
R

5
：
6
5
名

→
R

6
：
4
0
名

）
　

・
県

内
で

の
就

業
フ

ェ
ア

の
開

催
（
参

加
者

：
R

5
：

1
6
名

→
R

6
：
2
9
名

）

（
２

）
県

独
自

の
就

業
フ

ェ
ア

の
開

催
　

・
就

業
実

績
の

高
い

県
内

や
関

西
圏

で
の

就
業

希
望

者
の

さ
ら

な
る

掘
り

起
こ

し
が

必
要

　
・
就

業
希

望
者

の
多

い
雇

用
型

漁
業

の
出

展
ブ

ー
ス

の
拡

充
が

必
要

　
・
出

展
事

業
者

の
面

談
ス

キ
ル

の
向

上
、

面
談

者
へ

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

の
強

化
が

必
要

（
２

）
県

独
自

の
就

業
フ

ェ
ア

の
開

催
　

①
出

展
事

業
者

向
け

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
　

　
・
面

談
者

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
率

向
上

を
図

る
た

め
、

フ
ェ

ア
出

展
事

業
者

の
面

談
ス

キ
ル

向
上

を
支

援
【
R

6
】

　
②

関
西

で
の

就
業

フ
ェ

ア
の

開
催

　
　

・
集

客
効

果
の

高
か

っ
た

鉄
道

広
告

や
W

e
bペ

ー
ジ

に
よ

る
広

報
を

強
化

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
雇

用
型

漁
業

の
出

展
ブ

ー
ス

の
拡

充
、

会
場

規
模

の
拡

大
【
R

6
】

　
③

県
内

で
の

就
業

フ
ェ

ア
の

開
催

　
　

・
好

立
地

な
会

場
選

定
、

県
内

漁
業

者
に

向
け

た
広

報
を

強
化

【
R

6
】

　
④

情
報

発
信

の
強

化
　

　
・
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

を
活

用
し

た
フ

ェ
ア

や
漁

業
就

業
支

援
セ

ン
タ

ー
H

P
へ

の
誘

導
策

の
強

化
【
R

7
～

R
9
】

　
　

・
漁

業
就

業
支

援
セ

ン
タ

ー
H

P
コ

ン
テ

ン
ツ

の
充

実
と

、
若

者
や

女
性

を
意

識
し

た
広

報
の

実
施

【
R

7
～

R
9
】

　
　

・
就

業
希

望
者

へ
の

ア
ピ

ー
ル

力
を

高
め

る
た

め
、

漁
業

経
営

体
の

S
N

S
等

に
よ

る
情

報
発

信
を

強
化

【
R

7
～

R
9
】

　
　

・
水

産
業

と
親

和
性

の
高

い
施

設
と

連
携

し
た

P
R

【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
4
＞

参
照

（
P

5
8
）

＜
就

業
フ

ェ
ア

来
場

者
数

（
高

知
）
＞

2
9
人

(R
6
)

↓ 4
0
人

(R
9
)

＜
就

業
フ

ェ
ア

来
場

者
数

（
大

阪
）
＞

4
0
人

(R
6
)

↓ 7
0
人

(R
9
)

（
３

）
移

住
促

進
策

と
連

携
し

た
勧

誘
の

促
進

　
・
移

住
関

連
フ

ェ
ア

へ
の

参
加

（
R

4
:4

回
→

R
5
：
5

回
→

R
6
:5

回
）

　
・
U

Iタ
ー

ン
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

（
R

5
：
1
回

）

（
３

）
移

住
促

進
策

と
連

携
し

た
勧

誘
の

促
進

　
・
新

規
就

業
者

の
3
割

は
県

外
出

身
者

で
、

引
き

続
き

移
住

施
策

と
連

携
強

化
が

必
要

（
３

）
移

住
促

進
策

と
連

携
し

た
勧

誘
の

促
進

　
・
U

Iタ
ー

ン
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
た

、
一

次
産

業
合

同
フ

ェ
ア

等
の

開
催

【
R

6
】

　
・
移

住
関

連
フ

ェ
ア

へ
の

参
加

【
R

6
～

R
9
】

　
・
一

次
産

業
フ

ェ
ア

の
来

場
者

の
増

加
に

向
け

て
、

就
業

希
望

者
に

訴
求

力
の

あ
る

動
画

を
活

用
し

た
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
実

施
【
R

7
～

R
9
】

＜
一

次
産

業
フ

ェ
ア

に
お

け
る

就
業

支
援

セ
ン

タ
ー

面
談

＞
1
1
名

(R
6
)

↓ 1
5
名

(R
9
)

（
４

）
就

業
希

望
者

を
対

象
と

し
た

短
期

・
長

期
研

修
の

実
施

　
・
体

験
（
短

期
）
研

修
　

　
R

4
:2

5
回

→
R

5
：
2
7
回

→
R

6
：
4
1
回

　
・
長

期
（
自

営
漁

業
）

　
　

R
4
：
1
名

→
R

5
：
3
名

→
R

6
：
6
名

　
・
雇

用
型

漁
業

支
援

事
業

　
　

R
4
：
1
3
名

→
R

5
：
1
8
名

→
R

6
：
1
名

　
・
漁

家
子

弟
型

漁
業

支
援

事
業

　
　

R
4
：
1
名

→
R

5
：
5
名

→
R

6
：
3
名

（
４

）
就

業
希

望
者

を
対

象
と

し
た

短
期

・
長

期
研

修
の

実
施

　
・
事

業
活

用
者

は
新

規
就

業
者

の
過

半
を

占
め

て
お

り
、

引
き

続
き

円
滑

な
技

術
習

得
、

定
着

を
促

進
す

る
た

め
に

は
事

業
の

継
続

が
必

要

（
４

）
就

業
希

望
者

を
対

象
と

し
た

短
期

・
長

期
研

修
の

実
施

　
・
就

業
希

望
者

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

研
修

事
業

等
を

継
続

し
、

円
滑

な
技

術
習

得
、

定
着

を
促

進
【
R

6
～

R
9
】

　
・
事

業
活

用
者

の
増

加
を

図
る

た
め

、
若

い
担

い
手

の
親

世
代

と
な

る
既

存
漁

業
者

へ
の

広
報

を
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
・
研

修
終

了
後

に
定

期
的

な
フ

ォ
ロ

-
ア

ッ
プ

を
強

化
し

定
着

率
の

向
上

を
図

る
【
R

6
～

R
9
】

　
・
（
再

掲
）
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

を
活

用
し

た
フ

ェ
ア

や
漁

業
就

業
支

援
セ

ン
タ

ー
H

P
へ

の
誘

導
策

の
強

化
【
R

7
～

R
9
】

　
・
マ

ル
チ

漁
業

化
を

推
進

す
る

た
め

、
新

た
な

漁
労

技
術

を
習

得
す

る
研

修
の

要
件

緩
和

と
必

要
な

機
器

整
備

等
を

支
援

【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
4
＞

参
照

（
P

5
8
）

＜
短

期
・
長

期
研

修
の

受
講

者
数

＞
短

期
研

修
受

講
者

数
 2

4
名

、
長

期
研

修
受

講
者

数
 2

名
(R

5
)

↓ 短
期

研
修

受
講

者
数

 6
0
名

、
長

期
研

修
受

講
者

数
 ５

名
(R

9
)

２
　

多
様

な
人

材
の

確
保

（
１

）
女

性
が

就
業

し
や

す
い

漁
業

へ
の

転
換

に
向

け
た

取
り

組
み

の
推

進
　

・
定

置
網

漁
業

者
と

の
意

見
交

換
会

で
労

働
局

に
よ

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
講

習
を

実
施

（
R

5
.9

）
　

・
若

者
・
女

性
を

対
象

と
し

た
、

仕
事

の
満

足
度

等
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

の
実

施
（
R

5
.1

0
）

　
・
新

規
就

業
者

向
け

座
学

研
修

で
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
講

習
を

実
施

（
R

5
：
1
回

→
R

6
:1

回
）

　
・
定

置
網

事
業

者
が

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

研
修

を
実

施
（
R

6
：
2
件

、
労

働
局

・
ソ

ー
レ

か
ら

講
師

派
遣

）

２
　

多
様

な
人

材
の

確
保

（
１

）
女

性
が

就
業

し
や

す
い

漁
業

へ
の

転
換

に
向

け
た

取
り

組
み

の
推

進
　

・
近

年
、

定
置

網
や

養
殖

等
の

雇
用

型
漁

業
で

は
、

少
人

数
で

あ
る

も
の

の
女

性
の

参
入

が
続

い
て

い
る

。
　

・
女

性
就

業
者

の
参

入
促

進
、

定
着

に
必

要
な

課
題

の
抽

出
が

必
要

２
　

多
様

な
人

材
の

確
保

（
１

）
女

性
が

就
業

し
や

す
い

漁
業

へ
の

転
換

に
向

け
た

取
り

組
み

の
推

進
　

・
定

置
網

等
の

操
業

や
漁

協
業

務
に

女
性

が
試

験
的

に
就

業
し

、
女

性
が

働
く
上

で
の

課
題

抽
出

、
効

果
的

な
取

り
組

み
の

検
討

【
R

6
】

　
・
県

内
の

女
性

水
産

関
係

者
が

女
性

就
業

の
課

題
や

解
決

策
を

協
議

【
R

6
～

】
　

・
デ

ジ
タ

ル
化

・
機

械
化

に
よ

る
省

力
化

へ
の

支
援

策
の

実
施

【
R

7
～

R
9
】

　
・
女

性
を

主
体

と
し

た
操

業
モ

デ
ル

の
構

築
を

検
討

【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
4
＞

参
照

（
P

5
8
）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

担
い
手
の
確
保
・育
成

1

新
規

就
業

者
数

（
年

間
）

う
ち

若
年

（
1
5
～

3
4
歳

）
女

性
新

規
就

業
者

数
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
漁

業
指

導
所

が
漁

協
や

大
敷

組
合

等
に

依
頼

す
る

新
規

漁
業

就
業

者
参

入
状

況
調

査
（
６

月
、

1
2
月

）
に

よ
り

就
業

状
況

を
把

握

5
3
名

（
R

4
）

う
ち

若
年

女
性

２
名

（
R

4
）

4
1
名

（
R

6
）

う
ち

若
年

女
性

1
名

（
R

6
）

6
0
名

（
R

9
）

う
ち

若
年

女
性

４
名

（
R

9
）

50



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

担
い
手
の
確
保
・育
成

（
２

）
障

が
い

者
等

の
生

き
が

い
や

雇
用

の
場

の
確

保
に

向
け

た
水

福
連

携
の

推
進

　
・
普

及
員

向
け

研
修

会
の

開
催

（
R

5
.6

）
　

・
水

産
事

業
者

に
対

す
る

意
向

調
査

の
実

施
（
R

5
.7

）
5
3
事

業
者

　
・
県

や
市

町
村

の
福

祉
部

局
が

行
う

各
種

推
進

会
議

に
参

加
、

情
報

共
有

　
・
東

部
（
安

芸
市

・
室

戸
市

）
で

福
祉

事
業

者
向

け
体

験
会

を
実

施
、

室
戸

市
で

1
件

施
設

外
就

労
成

約
見

込
み

（
R

6
）

（
２

）
障

害
者

等
の

生
き

が
い

や
雇

用
の

場
の

確
保

に
向

け
た

水
福

連
携

の
推

進
　

・
水

産
事

業
者

の
障

害
者

雇
用

に
対

す
る

理
解

の
醸

成 　
・
福

祉
団

体
・
養

護
教

育
施

設
等

の
水

産
業

分
野

の
理

解
の

醸
成

　
・
水

産
業

分
野

に
お

い
て

障
害

者
等

が
活

躍
で

き
る

作
業

等
の

整
理

（
２

）
障

害
者

等
の

生
き

が
い

や
雇

用
の

場
の

確
保

に
向

け
た

水
福

連
携

の
推

進
　

・
水

福
連

携
へ

の
理

解
醸

成
を

図
る

た
め

、
水

産
事

業
者

向
け

研
修

会
及

び
福

祉
事

業
者

向
け

研
修

会
の

開
催

【
R

6
】

　
・
水

産
事

業
者

と
障

害
者

と
の

相
互

理
解

、
マ

ッ
チ

ン
グ

に
向

け
た

作
業

体
験

会
や

意
見

交
換

会
の

実
施

【
R

6
】

　
・
取

り
組

み
の

普
及

、
促

進
を

図
る

た
め

、
先

行
し

て
い

る
農

業
分

野
や

福
祉

分
野

と
の

連
携

強
化

（
農

福
連

携
支

援
調

整
会

議
へ

の
参

画
等

）
【
R

6
】

　
・
広

報
用

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
作

成
、

配
布

【
R

6
】

　
・
農

福
連

携
の

基
盤

を
活

用
し

、
水

産
事

業
者

及
び

福
祉

事
業

者
向

け
体

験
会

等
の

開
催

に
よ

る
マ

ッ
チ

ン
グ

の
強

化
【
R

7
～

R
9
】

⇒
　

別
図

＜
水

0
4
＞

参
照

（
P

5
8
）

＜
取

り
組

み
に

よ
り

障
害

者
を

新
た

に
受

け
入

れ
た

事
業

者
の

数
＞

0
件

(R
5
)

↓ 2
件

(R
9
)

（
３

）
外

国
人

材
の

受
け

入
れ

の
推

進
　

・
外

国
人

漁
業

研
修

セ
ン

タ
ー

が
実

施
す

る
外

国
人

漁
業

実
習

事
業

へ
の

支
援

（
H

1
3
～

）
　

・
特

定
技

能
制

度
の

周
知

（
R

2
～

）

（
３

）
外

国
人

材
の

受
け

入
れ

の
推

進
　

・
国

に
よ

る
技

能
実

習
制

度
の

見
直

し
　

・
外

国
人

材
の

確
保

（
３

）
外

国
人

材
の

受
け

入
れ

の
推

進
　

・
外

国
人

漁
業

研
修

セ
ン

タ
ー

が
実

施
す

る
研

修
へ

の
支

援
の

継
続

【
R

6
～

R
9
】

　
・
現

在
の

受
け

入
れ

国
以

外
の

情
報

収
集

・
検

討
【
R

6
～

R
9
】

　
・
外

国
人

材
に

選
ば

れ
る

高
知

県
を

目
指

し
、

働
き

や
す

い
環

境
の

整
備

等
、

事
業

者
と

協
議

【
R

7
～

R
9
】

＜
外

国
人

労
働

者
数

＞
2
1
3
人

(R
5
)

↓ 3
2
0
人

(R
9
)

（
４

）
漁

業
の

操
業

を
支

え
る

事
業

者
の

事
業

継
続

に
向

け
た

働
き

か
け

　
・
造

船
所

や
鉄

工
所

の
現

状
把

握
　

・
（
一

社
）
高

知
県

事
業

承
継

・
引

き
継

ぎ
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携

（
４

）
漁

業
の

操
業

を
支

え
る

事
業

者
の

事
業

継
続

に
向

け
た

働
き

か
け

　
・
造

船
所

や
鉄

工
所

の
後

継
者

の
確

保

（
４

）
漁

業
の

操
業

を
支

え
る

事
業

者
の

事
業

継
続

に
向

け
た

働
き

か
け

　
・
造

船
所

や
鉄

工
所

の
稼

働
状

況
等

に
つ

い
て

定
期

的
に

現
状

把
握

し
、

希
望

す
る

事
業

者
に

は
（
一

社
）
高

知
県

事
業

承
継

・
引

き
継

ぎ
セ

ン
タ

ー
を

紹
介

し
、

後
継

者
の

確
保

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
・
経

営
支

援
課

と
連

携
し

、
事

業
承

継
の

際
に

活
用

可
能

な
支

援
制

度
等

を
情

報
提

供
【
R

6
～

R
9
】

　
・
関

係
機

関
と

連
携

し
、

現
状

の
把

握
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
適

切
な

支
援

に
つ

な
げ

る
【
R

7
～

R
9
】

　
・
技

術
承

継
が

円
滑

に
進

む
よ

う
、

地
域

お
こ

し
協

力
隊

活
用

の
検

討
を

市
町

村
に

働
き

か
け

【
R

7
～

R
9
】

３
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く

り
の

支
援

（
１

）
法

人
化

に
向

け
た

支
援

（
再

掲
）

➀
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

・
定

置
網

漁
業

）
　

・
事

業
戦

略
に

基
づ

き
、

採
算

性
の

低
い

時
期

の
操

業
見

直
し

（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

）
や

ブ
ラ

ン
ド

化
（
定

置
網

）
に

よ
る

利
益

向
上

、
乗

組
員

の
確

保
に

向
け

た
就

業
フ

ェ
ア

へ
の

参
加

に
よ

る
持

続
性

の
向

上
に

向
け

た
取

り
組

み
等

に
繋

が
っ

た

３
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く

り
の

支
援

（
１

）
法

人
化

に
向

け
た

支
援

（
再

掲
）

➀
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

・
定

置
網

漁
業

）
　

・
漁

業
経

営
体

の
経

営
安

定
・
継

続
に

向
け

た
支

援
が

必
要

３
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く

り
の

支
援

（
１

）
法

人
化

に
向

け
た

支
援

（
再

掲
）

➀
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

・
定

置
網

漁
業

）
　

・
企

業
的

な
漁

業
経

営
の

推
進

（
法

人
化

等
に

よ
る

労
働

環
境

の
改

善
等

）
【
R

6
～

】
　

・
各

経
営

体
に

対
す

る
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

【
R

6
～

R
7
】

　
・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
漁

業
経

営
の

サ
ポ

ー
ト

を
継

続
【
R

6
～

】
　

・
漁

協
営

漁
指

導
員

や
県

普
及

指
導

員
に

よ
る

伴
走

支
援

【
R

6
～

】

＜
法

人
化

経
営

体
数

（
定

置
網

漁
業

）
（
累

計
）
＞

9
法

人
(R

5
)

↓ 1
2
法

人
(R

9
)

（
２

）
労

働
環

境
等

の
改

善
に

向
け

た
専

門
家

の
派

遣
等

の
支

援
　

・
（
再

掲
）
定

置
網

漁
業

者
と

の
意

見
交

換
会

で
労

働
局

に
よ

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
講

習
を

実
施

（
R

5
.9

）
　

・
（
再

掲
）
新

規
就

業
者

向
け

座
学

研
修

で
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
講

習
を

実
施

（
R

5
：
1
回

→
R

6
:1

回
）

　
・
（
再

掲
）
定

置
網

事
業

者
が

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

研
修

を
実

施
（
R

6
：
2
件

、
労

働
局

・
ソ

ー
レ

か
ら

講
師

派
遣

）
）

（
２

）
労

働
環

境
等

の
改

善
に

向
け

た
専

門
家

の
派

遣
等

の
支

援
　

・
雇

用
条

件
や

労
働

環
境

の
改

善
を

図
っ

て
い

る
経

営
体

は
一

部
に

と
ど

ま
っ

て
お

り
、

経
営

者
の

意
識

改
革

が
必

要
　

・
若

者
や

女
性

、
障

が
い

者
等

の
多

様
な

人
材

が
参

入
・
定

着
す

る
に

は
労

働
環

境
等

の
改

善
が

必
要

（
２

）
労

働
環

境
等

の
改

善
に

向
け

た
専

門
家

の
派

遣
等

の
支

援
　

・
労

働
局

や
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
、

水
産

庁
等

の
専

門
家

（
社

会
保

険
労

務
士

）
派

遣
制

度
の

活
用

に
よ

り
、

経
営

者
や

従
業

員
の

意
識

改
革

を
進

め
、

雇
用

条
件

や
労

働
環

境
の

改
善

を
促

す
【
R

6
～

R
9
】

　
・
労

働
環

境
等

の
改

善
や

若
者

の
受

け
入

れ
に

積
極

的
な

経
営

体
を

、
優

良
事

例
と

し
て

県
H

P
等

で
情

報
発

信
し

横
展

開
を

図
る

【
R

6
～

R
9
】

　
・
雇

用
型

漁
業

支
援

制
度

の
利

用
要

件
に

、
労

働
環

境
改

善
に

関
す

る
講

習
会

受
講

を
加

え
、

雇
用

型
漁

業
に

お
け

る
意

識
改

革
、

就
業

者
の

定
着

率
向

上
を

図
る

【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
4
＞

参
照

（
P

5
8
）

＜
研

修
の

実
施

事
業

者
＞

1
件

(R
5
)

↓ 4
件

(R
9
)

1
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ

51



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

担
い
手
の
確
保
・育
成

（
３

）
若

者
、

女
性

等
の

多
様

な
人

材
が

参
入

・
定

着
し

や
す

い
環

境
整

備
（
再

掲
）

➀
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援 　

・
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
・
設

備
の

導
入

を
支

援
　

R
3
：
養

殖
業

デ
ジ

タ
ル

化
促

進
事

業
（
県

）
　

　
　

（
1
4
件

）
　

R
4
：
水

産
業

ス
マ

ー
ト

化
推

進
事

業
（
国

）
　

　
　

　
（
１

件
（
３

事
業

者
）
）

　
R

5
：
燃

油
等

高
騰

緊
急

対
策

設
備

投
資

支
援

事
業

（
県

）
　

　
　

（
1
3
件

）
　

R
6
：
燃

油
等

高
騰

緊
急

対
策

設
備

投
資

支
援

事
業

（
県

）
　

　
　

（
1
5
件

）

（
３

）
若

者
、

女
性

等
の

多
様

な
人

材
が

参
入

・
定

着
し

や
す

い
環

境
整

備
（
再

掲
）

➀
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

　
・
省

力
化

に
繋

が
る

デ
ジ

タ
ル

機
器

導
入

等
に

よ
る

労
働

環
境

改
善

の
横

展
開

が
必

要

（
３

）
若

者
、

女
性

等
の

多
様

な
人

材
が

参
入

・
定

着
し

や
す

い
環

境
整

備
（
再

掲
）

➀
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

　
・
県

や
国

の
補

助
事

業
を

活
用

し
、

引
き

続
き

省
力

化
に

繋
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
・
設

備
の

導
入

を
支

援
し

、
作

業
の

効
率

化
や

負
担

軽
減

等
の

労
働

環
境

改
善

を
図

る
【
R

6
～

R
9
】

　
・
養

殖
経

営
体

に
お

い
て

デ
ジ

タ
ル

機
器

等
（
養

殖
管

理
シ

ス
テ

ム
、

水
質

監
視

シ
ス

テ
ム

、
魚

体
重

推
定

カ
メ

ラ
等

）
を

総
合

的
に

整
備

し
、

働
き

や
す

い
雇

用
型

漁
業

へ
の

転
換

を
推

進
【
R

7
】

　
・
物

価
高

騰
対

策
と

併
せ

て
行

う
漁

業
の

構
造

転
換

に
関

す
る

機
器

整
備

に
つ

い
て

は
、

重
点

支
援

地
方

交
付

金
を

活
用

【
R

7
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
4
＞

参
照

（
P

5
8
）

（
再

掲
）

＜
総

合
的

な
デ

ジ
タ

ル
化

等
を

実
施

す
る

事
業

者
数

＞
－ ↓ 3
件

(R
9
)

（
再

掲
）

②
漁

船
・
漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援
　

・
国

の
リ

ー
ス

事
業

等
（
漁

船
導

入
支

援
事

業
（
旧

リ
ー

ス
事

業
）
・
水

産
業

成
長

産
業

化
沿

岸
地

域
創

出
事

業
（
新

リ
ー

ス
事

業
）
）
を

活
用

し
た

リ
ー

ス
漁

船
の

取
得

を
支

援
　

　
旧

リ
ー

ス
：
R

４
：
5
件

→
R

5
：
2
件

→
R

6
：
3
件

　
　

新
リ

ー
ス

：
R

４
：
1
件

→
R

5
：
2
件

→
R

6
：
2
件

（
再

掲
）

②
漁

船
・
漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援
　

造
船

所
の

減
少

や
資

材
の

調
達

難
等

に
よ

り
事

業
完

了
が

遅
れ

る
懸

念
が

高
ま

っ
て

い
る

。
　

・
近

年
の

主
要

魚
種

の
不

漁
等

に
よ

り
、

事
業

活
用

者
の

K
P

I未
達

の
割

合
が

増
加

（
再

掲
）

②
漁

船
・
漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援
　

・
事

業
完

了
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

場
合

は
、

漁
船

の
レ

ン
タ

ル
を

提
案

し
、

漁
船

の
整

備
・
取

得
ま

で
の

操
業

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
・
リ

ー
ス

事
業

体
で

あ
る

（
一

社
）
高

知
県

漁
業

就
業

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
事

業
活

用
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
・
独

立
自

営
型

漁
業

へ
の

就
業

は
低

迷
が

続
い

て
お

り
、

両
事

業
の

新
規

漁
業

就
業

者
へ

の
拡

充
支

援
を

継
続

【
R

7
～

R
9
】

　
・
（
再

掲
）
自

営
型

漁
業

へ
の

就
業

希
望

者
の

不
安

を
払

拭
す

る
た

め
、

自
営

型
漁

業
者

の
経

営
の

安
定

化
に

必
要

な
マ

ル
チ

漁
業

化
へ

の
支

援
　

　
（
新

規
漁

労
技

術
習

得
研

修
の

受
講

要
件

の
緩

和
と

受
講

者
へ

の
機

器
整

備
）
を

実
施

【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
4
＞

参
照

（
P

5
8
）

（
再

掲
）

＜
独

立
自

営
型

の
う

ち
釣

漁
業

へ
の

就
業

者
数

＞
4
名

(R
5
)

↓ 6
名

(R
9
)

③
若

者
、

女
性

が
働

き
や

す
い

労
働

環
境

の
整

備 　
・
高

知
県

定
置

漁
協

と
の

意
見

交
換

会
や

漁
業

指
導

所
を

通
じ

、
1
8
漁

協
及

び
1
6
水

産
事

業
者

に
活

用
可

能
な

補
助

金
や

対
応

窓
口

を
周

知
（
R

6
.6

）
　

・
漁

協
（
支

所
）
1
件

が
、

ト
イ

レ
・
更

衣
室

を
改

修
（
R

6
）

③
若

者
、

女
性

が
働

き
や

す
い

労
働

環
境

の
整

備
　

・
若

者
、

女
性

が
働

き
や

す
い

快
適

な
労

働
環

境
に

向
け

、
ト

イ
レ

や
更

衣
室

等
の

整
備

が
必

要

③
若

者
、

女
性

が
働

き
や

す
い

労
働

環
境

の
整

備
　

・
ト

イ
レ

や
更

衣
室

等
の

整
備

を
支

援
し

、
若

者
や

女
性

等
の

参
入

促
進

・
定

着
を

図
る

【
R

6
】

　
・
若

者
・
女

性
の

雇
用

定
着

に
向

け
た

事
業

者
の

施
設

（
更

衣
室

、
シ

ャ
ワ

ー
室

等
）
整

備
の

働
き

か
け

【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
4
＞

参
照

（
P

5
6
）

（
再

掲
）

（
４

）
高

知
マ

リ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

に
よ

る
操

業
の

効
率

化
　

・
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「
N

A
B

R
A

S
」
の

運
用

と
機

能
強

化
　

・
リ

ス
ク

対
策

に
つ

な
が

る
予

測
手

法
の

開
発

（
二

枚
潮

、
急

潮
、

赤
潮

）
　

・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
機

能
強

化
　

・
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　

・
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
ス

マ
ー

ト
市

場
の

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

の
構

築
　

・
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

（
再

掲
）

（
４

）
高

知
マ

リ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

に
よ

る
操

業
の

効
率

化
　

・
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「
N

A
B

R
A

S
」
の

運
用

と
機

能
強

化
　

・
リ

ス
ク

対
策

に
つ

な
が

る
予

測
手

法
の

開
発

（
二

枚
潮

、
急

潮
、

赤
潮

）
　

・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
機

能
強

化
　

・
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　

・
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
ス

マ
ー

ト
市

場
の

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

の
構

築
　

・
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

（
再

掲
）

（
４

）
高

知
マ

リ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

に
よ

る
操

業
の

効
率

化
　

・
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「
N

A
B

R
A

S
」
の

運
用

と
機

能
強

化
　

・
リ

ス
ク

対
策

に
つ

な
が

る
予

測
手

法
の

開
発

（
二

枚
潮

、
急

潮
、

赤
潮

）
　

・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
機

能
強

化
　

・
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　

・
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
ス

マ
ー

ト
市

場
の

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

の
構

築
　

・
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

1
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

担
い
手
の
確
保
・育
成

１
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く

り
の

支
援

（
再

掲
）

（
１

）
法

人
化

に
向

け
た

支
援

➀
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

・
定

置
網

漁
業

）
　

・
事

業
戦

略
に

基
づ

き
、

採
算

性
の

低
い

時
期

の
操

業
見

直
し

（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

）
や

ブ
ラ

ン
ド

化
（
定

置
網

）
に

よ
る

利
益

向
上

、
乗

組
員

の
確

保
に

向
け

た
就

業
フ

ェ
ア

へ
の

参
加

に
よ

る
持

続
性

の
向

上
に

向
け

た
取

り
組

み
等

に
繋

が
っ

た

１
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く

り
の

支
援

（
再

掲
）

（
１

）
法

人
化

に
向

け
た

支
援

➀
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

・
定

置
網

漁
業

）
　

・
漁

業
経

営
体

の
経

営
安

定
・
継

続
に

向
け

た
支

援
が

必
要

１
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く

り
の

支
援

（
再

掲
）

（
１

）
法

人
化

に
向

け
た

支
援

➀
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

・
定

置
網

漁
業

）
　

・
企

業
的

な
漁

業
経

営
の

推
進

（
法

人
化

等
に

よ
る

労
働

環
境

の
改

善
等

）
【
R

6
～

】
　

・
各

経
営

体
に

対
す

る
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

【
R

6
～

R
7
】

　
・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
漁

業
経

営
の

サ
ポ

ー
ト

を
継

続
【
R

6
～

】
　

・
漁

協
営

漁
指

導
員

や
県

普
及

指
導

員
に

よ
る

伴
走

支
援

【
R

6
～

】

（
再

掲
）

（
２

）
労

働
環

境
等

の
改

善
に

向
け

た
専

門
家

の
派

遣
等

の
支

援
　

・
定

置
網

漁
業

者
と

の
意

見
交

換
会

で
労

働
局

に
よ

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
講

習
を

実
施

（
R

5
.9

）
　

・
新

規
就

業
者

向
け

座
学

研
修

で
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
講

習
を

実
施

（
R

5
：
1
回

→
R

6
:1

回
）

　
・
定

置
網

事
業

者
が

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

研
修

を
実

施
（
R

6
：
2
件

、
労

働
局

・
ソ

ー
レ

か
ら

講
師

派
遣

）
）

（
再

掲
）

（
２

）
労

働
環

境
等

の
改

善
に

向
け

た
専

門
家

の
派

遣
等

の
支

援
　

・
雇

用
条

件
や

労
働

環
境

の
改

善
を

図
っ

て
い

る
経

営
体

は
一

部
に

と
ど

ま
っ

て
お

り
、

経
営

者
の

意
識

改
革

が
必

要
　

・
若

者
や

女
性

、
障

が
い

者
等

の
多

様
な

人
材

が
参

入
・
定

着
す

る
に

は
労

働
環

境
等

の
改

善
が

必
要

（
再

掲
）

（
２

）
労

働
環

境
等

の
改

善
に

向
け

た
専

門
家

の
派

遣
等

の
支

援
　

・
労

働
局

や
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
、

水
産

庁
等

の
専

門
家

（
社

会
保

険
労

務
士

）
派

遣
制

度
の

活
用

に
よ

り
、

経
営

者
や

従
業

員
の

意
識

改
革

を
進

め
、

雇
用

条
件

や
労

働
環

境
の

改
善

を
促

す
【
R

6
～

R
9
】

　
・
労

働
環

境
等

の
改

善
や

若
者

の
受

け
入

れ
に

積
極

的
な

経
営

体
を

、
優

良
事

例
と

し
て

県
H

P
等

で
情

報
発

信
し

横
展

開
を

図
る

【
R

6
～

R
9
】

　
・
雇

用
型

漁
業

支
援

制
度

の
利

用
要

件
に

、
労

働
環

境
改

善
に

関
す

る
講

習
会

受
講

を
加

え
、

雇
用

型
漁

業
に

お
け

る
意

識
改

革
、

就
業

者
の

定
着

率
向

上
を

図
る

【
R

6
～

R
9
】

（
再

掲
）

＜
研

修
の

実
施

事
業

者
＞

1
件

(R
5
)

↓ 4
件

(R
9
)

3

事
業

戦
略

策
定

経
営

体
に

お
け

る
各

年
の

営
業

利
益

の
目

標
達

成
率

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
事

業
戦

略
策

定
経

営
体

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
（
随

時
）

6
3
%

（
R

4
）

7
3
%

（
R

5
）

1
0
0
%

（
R

9
）

１
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く

り
の

支
援

（
再

掲
）

（
１

）
法

人
化

に
向

け
た

支
援

➀
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

・
定

置
網

漁
業

）
　

・
事

業
戦

略
に

基
づ

き
、

採
算

性
の

低
い

時
期

の
操

業
見

直
し

（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

）
や

ブ
ラ

ン
ド

化
（
定

置
網

）
に

よ
る

利
益

向
上

、
乗

組
員

の
確

保
に

向
け

た
就

業
フ

ェ
ア

へ
の

参
加

に
よ

る
持

続
性

の
向

上
に

向
け

た
取

り
組

み
等

に
繋

が
っ

た

１
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く

り
の

支
援

（
再

掲
）

（
１

）
法

人
化

に
向

け
た

支
援

➀
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

・
定

置
網

漁
業

）
　

・
漁

業
経

営
体

の
経

営
安

定
・
継

続
に

向
け

た
支

援
が

必
要

１
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く

り
の

支
援

（
再

掲
）

（
１

）
法

人
化

に
向

け
た

支
援

➀
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

・
定

置
網

漁
業

）
　

・
企

業
的

な
漁

業
経

営
の

推
進

（
法

人
化

等
に

よ
る

労
働

環
境

の
改

善
等

）
【
R

6
～

】
　

・
各

経
営

体
に

対
す

る
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

【
R

6
～

R
7
】

　
・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
漁

業
経

営
の

サ
ポ

ー
ト

を
継

続
【
R

6
～

】
　

・
漁

協
営

漁
指

導
員

や
県

普
及

指
導

員
に

よ
る

伴
走

支
援

【
R

6
～

】

2

法
人

経
営

体
数

（
定

置
網

漁
業

）
（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
漁

業
者

へ
法

人
化

の
状

況
を

聞
き

取
り

9
法

人
（
R

5
.9

）
9
法

人
（
R

6
）

1
2
法

人
（
R

9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

担
い
手
の
確
保
・育
成

（
２

）
若

者
、

女
性

等
の

多
様

な
人

材
が

参
入

・
定

着
し

や
す

い
環

境
整

備
（
再

掲
）

➀
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援 　

・
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
・
設

備
の

導
入

を
支

援
　

R
3
：
養

殖
業

デ
ジ

タ
ル

化
促

進
事

業
（
県

）
　

　
　

（
1
4
件

）
　

R
4
：
水

産
業

ス
マ

ー
ト

化
推

進
事

業
（
国

）
　

　
　

　
（
１

件
（
３

事
業

者
）
）

　
R

5
：
燃

油
等

高
騰

緊
急

対
策

設
備

投
資

支
援

事
業

（
県

）
　

　
　

（
1
3
件

）
　

R
6
：
燃

油
等

高
騰

緊
急

対
策

設
備

投
資

支
援

事
業

（
県

）
　

　
　

(1
5
件

）

（
２

）
若

者
、

女
性

等
の

多
様

な
人

材
が

参
入

・
定

着
し

や
す

い
環

境
整

備
（
再

掲
）

➀
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

　
・
省

力
化

に
繋

が
る

デ
ジ

タ
ル

機
器

導
入

等
に

よ
る

労
働

環
境

改
善

の
横

展
開

が
必

要

（
２

）
若

者
、

女
性

等
の

多
様

な
人

材
が

参
入

・
定

着
し

や
す

い
環

境
整

備
（
再

掲
）

➀
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

　
・
県

や
国

の
補

助
事

業
を

活
用

し
、

引
き

続
き

省
力

化
に

繋
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
・
設

備
の

導
入

を
支

援
し

、
作

業
の

効
率

化
や

負
担

軽
減

等
の

労
働

環
境

改
善

を
図

る
【
R

6
～

R
9
】

　
・
養

殖
経

営
体

に
お

い
て

デ
ジ

タ
ル

機
器

等
（
養

殖
管

理
シ

ス
テ

ム
、

水
質

監
視

シ
ス

テ
ム

、
魚

体
重

推
定

カ
メ

ラ
等

）
を

総
合

的
に

整
備

し
、

働
き

や
す

い
雇

用
型

漁
業

へ
の

転
換

を
推

進
【
R

7
】

　
・
物

価
高

騰
対

策
と

併
せ

て
行

う
漁

業
の

構
造

転
換

に
関

す
る

機
器

整
備

に
つ

い
て

は
、

重
点

支
援

地
方

交
付

金
を

活
用

【
R

7
】

（
再

掲
）

＜
総

合
的

な
デ

ジ
タ

ル
化

等
を

実
施

す
る

事
業

者
数

＞
－ ↓ 3
件

(R
9
)

（
再

掲
）

②
漁

船
・
漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援
　

・
国

の
リ

ー
ス

事
業

等
（
漁

船
導

入
支

援
事

業
（
旧

リ
ー

ス
事

業
）
・
水

産
業

成
長

産
業

化
沿

岸
地

域
創

出
事

業
（
新

リ
ー

ス
事

業
）
）
を

活
用

し
た

リ
ー

ス
漁

船
の

取
得

を
支

援
　

　
旧

リ
ー

ス
：
R

４
：
5
件

→
R

5
：
2
件

→
R

6
：
3
件

　
　

新
リ

ー
ス

：
R

４
：
1
件

→
R

5
：
2
件

→
R

6
：
2
件

（
再

掲
）

②
漁

船
・
漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援
　

・
造

船
所

の
減

少
や

資
材

の
調

達
難

等
に

よ
り

事
業

完
了

が
遅

れ
る

懸
念

が
高

ま
っ

て
い

る
。

　
・
近

年
の

主
要

魚
種

の
不

漁
等

に
よ

り
、

事
業

活
用

者
の

K
P

I未
達

の
割

合
が

増
加

（
再

掲
）

②
漁

船
・
漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援
　

・
事

業
完

了
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

場
合

は
、

漁
船

の
レ

ン
タ

ル
を

提
案

し
、

漁
船

の
整

備
・
取

得
ま

で
の

操
業

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
・
リ

ー
ス

事
業

体
で

あ
る

（
一

社
）
高

知
県

漁
業

就
業

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
事

業
活

用
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
・
独

立
自

営
型

漁
業

へ
の

就
業

は
低

迷
が

続
い

て
お

り
、

両
事

業
の

新
規

漁
業

就
業

者
へ

の
拡

充
支

援
を

継
続

【
R

7
～

R
9
】

　
・
（
再

掲
）
自

営
型

漁
業

へ
の

就
業

希
望

者
の

不
安

を
払

拭
す

る
た

め
、

自
営

型
漁

業
者

の
経

営
の

安
定

化
に

必
要

な
マ

ル
チ

漁
業

化
へ

の
支

援
　

　
（
新

規
漁

労
技

術
習

得
研

修
の

受
講

要
件

の
緩

和
と

受
講

者
へ

の
機

器
整

備
）
を

実
施

【
R

7
～

R
9
】

（
再

掲
）

＜
独

立
自

営
型

の
う

ち
釣

漁
業

へ
の

就
業

者
数

＞
4
名

(R
5
)

↓ ６
名

(R
9
)

（
再

掲
）

③
若

者
、

女
性

が
働

き
や

す
い

労
働

環
境

の
整

備 　
・
高

知
県

定
置

漁
協

と
の

意
見

交
換

会
や

漁
業

指
導

所
を

通
じ

、
1
8
漁

協
及

び
1
6
水

産
事

業
者

に
活

用
可

能
な

補
助

金
や

対
応

窓
口

を
周

知
（
R

6
.6

）
　

・
漁

協
（
支

所
）
1
件

が
、

ト
イ

レ
・
更

衣
室

を
改

修
（
R

6
）

（
再

掲
）

③
若

者
、

女
性

が
働

き
や

す
い

労
働

環
境

の
整

備
　

・
若

者
、

女
性

が
働

き
や

す
い

快
適

な
労

働
環

境
に

向
け

、
ト

イ
レ

や
更

衣
室

等
の

整
備

が
必

要

（
再

掲
）

③
若

者
、

女
性

が
働

き
や

す
い

労
働

環
境

の
整

備
　

・
ト

イ
レ

や
更

衣
室

等
の

整
備

を
支

援
し

、
若

者
や

女
性

等
の

参
入

促
進

・
定

着
を

図
る

【
R

6
】

　
・
若

者
・
女

性
の

雇
用

定
着

に
向

け
た

事
業

者
の

施
設

（
更

衣
室

、
シ

ャ
ワ

ー
室

等
）
整

備
の

働
き

か
け

【
R

7
～

R
9
】

（
再

掲
）

（
３

）
高

知
マ

リ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

に
よ

る
操

業
の

効
率

化
　

・
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「
N

A
B

R
A

S
」
の

運
用

と
機

能
強

化
　

・
リ

ス
ク

対
策

に
つ

な
が

る
予

測
手

法
の

開
発

（
二

枚
潮

、
急

潮
、

赤
潮

）
　

・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
機

能
強

化
　

・
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　

・
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
ス

マ
ー

ト
市

場
の

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

の
構

築
　

・
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

（
再

掲
）

（
３

）
高

知
マ

リ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

に
よ

る
操

業
の

効
率

化
　

・
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「
N

A
B

R
A

S
」
の

運
用

と
機

能
強

化
　

・
リ

ス
ク

対
策

に
つ

な
が

る
予

測
手

法
の

開
発

（
二

枚
潮

、
急

潮
、

赤
潮

）
　

・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
機

能
強

化
　

・
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　

・
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
ス

マ
ー

ト
市

場
の

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

の
構

築
　

・
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

（
再

掲
）

（
３

）
高

知
マ

リ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

に
よ

る
操

業
の

効
率

化
　

・
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「
N

A
B

R
A

S
」
の

運
用

と
機

能
強

化
　

・
リ

ス
ク

対
策

に
つ

な
が

る
予

測
手

法
の

開
発

（
二

枚
潮

、
急

潮
、

赤
潮

）
　

・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
機

能
強

化
　

・
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　

・
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
ス

マ
ー

ト
市

場
の

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

の
構

築
　

・
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

3
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
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　 （
１

）
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「N

AB
R

AS
」の

運
用

と機
能

向
上

　　
①

漁
業

者
の

ニ
ー

ズ
に

基
づ

く掲
載

情
報

の
拡

充
　　

　（
宿

毛
湾

中
・底

層
の

水
温

・潮
流

予
測

、赤
潮

情
報

の
マ

ップ
化

）
   

 ②
NA

BR
AS

の
利

用
促

進
に

向
け

た
漁

業
者

へ
の

周
知

活
動

の
強

化
　　

 【
KP

I：
N

AB
R

AS
利

用
漁

業
者

数
 5

60
人

】

（
２

）
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　　

①
メジ

カ漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
構

築
（

R8
～

NA
BR

AS
で

発
信

開
始

）
   

 ②
漁

業
者

の
参

加
を

得
た

新
た

な
デ

ー
タの

取
得

手
法

（
タブ

レ
ット

、ア
プ

リの
導

入
）

の
検

証

（
３

）
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　　
①

黒
潮

牧
場

12
号

で
の

海
上

ブ
ロー

ドバ
ン

ドを
用

い
た

デ
ー

タ通
信

試
験

を
実

施

（
４

）
省

力
化

・デ
ジ

タ
ル

化
に

よ
る

雇
用

型
漁

業
の

構
造

転
換

　　
①

養
殖

経
営

体
に

お
い

て
、デ

ジ
タル

機
器

（
養

殖
管

理
シ

ス
テ

ム
、水

質
監

視
シ

ス
テ

ム
、魚

体
重

推
定

　　
　 

カメ
ラ等

）
を

総
合

的
に

整
備

し、
働

き
や

す
い

雇
用

型
漁

業
に

転
換

　　

（
１

）
市

場
の

ス
マ

ー
ト

化
の

着
実

な
推

進
　　

①
漁

協
の

市
場

ス
マ

ー
ト

化
を

支
援

す
る

補
助

金
の

創
設

　　
　　

土
佐

清
水

地
域

を
モ

デ
ル

ケ
ー

ス
とし

て
構

築
して

い
る

市
場

の
ス

マ
ー

ト化
を

、県
全

域
に

横
展

開
す

る
た

め
、

　　
　漁

協
が

行
うス

マ
ー

ト化
の

取
り組

み
を

支
援

　　
②

現
地

指
導

員
の

配
置

　　
　　

県
版

地
域

お
こし

協
力

隊
制

度
を

活
用

し、
モ

デ
ル

ケ
ー

ス
の

確
実

な
構

築
を

図
る

た
め

、漁
協

職
員

の
　　

　伴
走

支
援

を
行

う現
地

指
導

員
を

配
置

　　
 【

KP
I：

市
場

の
ス

マ
ー

ト
化

が
完

了
し

た
地

域
 １

地
域

】

高
知

マ
リン

イ
ノベ

ー
シ

ョン
の

推
進

（
１

）
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「N

AB
R

AS
」の

運
用

と機
能

強
化

　①
利

用
促

進
に

向
け

た
漁

業
者

へ
の

働
き

か
け

とニ
ー

ズ
把

握
　②

閲
覧

者
の

属
性

等
を

把
握

す
る

た
め

の
ア

ン
ケ

ー
ト機

能
実

装
　⇒

NA
BR

AS
利

用
漁

業
者

数
48

4人
（

R6
目

標
値

）
　　

→
30

1人
(R

7.
2~

3実
施

ア
ン

ケ
ー

ト)
　

  ⇒
NA

BR
AS

の
さら

な
る

普
及

と機
能

強
化

（
２

）
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　①

メジ
カ漁

場
予

測
シ

ス
テ

ム
の

基
本

設
計

を
実

施
　　

⇒
12

月
末

完
成

　②
メジ

カ漁
獲

デ
ー

タの
取

得
（

通
年

）
　　

⇒
3隻

、計
84

回
（

R6
）

　　
⇒

予
測

精
度

向
上

に
向

け
て

、よ
り多

くの
デ

ー
タ（

漁
場

位
置

、
　　

　 
漁

獲
量

）
の

取
得

が
必

要

（
３

）
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　①
海

上
ブ

ロー
ドバ

ン
ドに

よ
る

通
信

試
験

を
実

施
（

７
月

）
　　

⇒
黒

牧
ブ

イか
ら長

期
間

、安
定

的
な

デ
ー

タ送
信

が
可

能
か

検
証

　　
　が

必
要

　　
（

４
）

ス
マ

ー
ト

市
場

の
モ

デ
ル

ケ
ー

ス
の

構
築

　【
清

水
地

域
】

　　
①

自
動

計
量

シ
ス

テ
ム

：
3漁

港
で

現
場

実
装

が
完

了
　　

②
メジ

カ電
子

入
札

：
清

水
、窪

津
で

運
用

開
始

　【
中

芸
地

域
】

　　
①

安
田

市
場

で
自

動
計

量
シ

ス
テ

ム
の

活
用

を
開

始
　

　⇒
漁

協
職

員
や

買
受

人
等

の
市

場
関

係
者

に
対

す
る

さら
な

る
意

識
の

　　
 醸

成
や

サ
ポ

ー
トが

必
要

現
状

・課
題

 　K P I 検 証

Ｒ
4

Ｒ
5

Ｒ
6

目
　標

92
億

円
93

億
円

88
億

円

実
　績

73
.3

億
円

87
.6

億
円

74
億

円

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

鮮
魚

の
県

内
市

場
取

扱
額

　デ
ジ

タル
技

術
の

活
用

に
よ

る
操

業
の

効
率

化
や

産
地

市
場

の
ス

マ
ー

ト化
に

よ
り、

コス
ト削

減
、省

力
化

に
つ

な
げ

、環
境

や
社

会
の

変
化

に
強

い
持

続
的

な
漁

業
生

産
体

制
に

転
換

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　鮮

魚
の

県
内

市
場

取
扱

額
　

　　
　　

　　
　　

出
発

点
(R

4)
 7

3億
円

 ⇒
 現

状
(R

6)
 7

4億
円

 ⇒
 R

7 
88

億
円

 ⇒
 4

年
後

(R
9)

 8
8億

円
目

標
値

拡

拡 ２
　産

地
市

場
の

デ
ジ

タ
ル

化
を

推
進

し、
業

務
が

効
率

化
さ

れ
た

市
場

へ
の

転
換

を
図

る

１
　操

業
の

効
率

化
を

推
進

し、
持

続
的

な
漁

業
へ

の
転

換
を

図
る

新拡 新

＜
水

01
＞
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養
殖

業
の

振
興

(１
) 

漁
場

の
確

保
 ①

既
存

漁
場

に
は

現
状

活
用

可
能

な
空

き
が

な
い

　　
⇒

養
殖

生
産

の
増

産
に

は
新

た
な

漁
場

の
確

保
・陸

上
　　

 　
養

殖
の

推
進

が
必

要
(２

) 
ブ

リ人
工

種
苗

の
普

及
 ①

ブリ
養

殖
は

種
苗

の
多

くを
天

然
に

依
存

して
い

る
こと

　　
か

ら生
産

が
不

安
定

 ②
海

外
で

は
、ト

レ
ー

サ
ビリ

テ
ィー

、S
D

Gs
の

観
点

か
ら

　　
人

工
種

苗
に

よる
養

殖
魚

の
ニ

ー
ズ

が
高

い
 ③

人
工

種
苗

の
導

入
を

支
援

（
2業

者
等

　R
4～

5）
　　

⇒
養

殖
ブ

リの
安

定
生

産
に

は
人

工
種

苗
の

普
及

が
必

要
(３

) 
生

産
コス

ト
の

削
減

 ①
近

年
、餌

の
価

格
等

が
高

騰
して

お
り、

コス
トが

増
加

 ②
効

率
的

な
給

餌
頻

度
の

検
討

(H
23

～
26

)及
び

　　
餌

止
め

効
果

の
検

証
・普

及
(H

25
～

26
、R

2～
6)

　　
を

実
施

　　
⇒

投
餌

量
削

減
技

術
の

更
な

る
開

発
・検

証
・普

及
が

　　
　 

必
要

 ③
養

殖
現

場
へ

の
デ

ジ
タル

機
器

導
入

を
支

援
し(

R3
～

　　
6)

、1
7業

者
が

機
器

を導
入

　　
⇒

デ
ジ

タル
機

器
の

更
な

る
普

及
が

必
要

(４
) 

リス
ク

対
策

（
赤

潮
）

 ①
浦

ノ内
湾

で
赤

潮
予

測
情

報
の

提
供

を
開

始
(R

4)
　　

⇒
野

見
湾

・宿
毛

湾
で

の
予

測
情

報
の

提
供

が
必

要
　　

⇒
浦

ノ内
湾

で
の

予
測

精
度

の
向

上
が

必
要

(５
) 

担
い

手
対

策
（

再
掲

）

現
状

・課
題

H3
0(

出
発

点
)

R5

目
　標

21
,0

80
ﾄﾝ

実
　績

19
,8

00
ﾄﾝ

20
,8

35
ﾄﾝ

（
１

-１
）

新
た

な
養

殖
漁

場
の

整
備

、規
模

拡
大

・新
規

参
入

業
者

の
誘

致
　　

①
規

模
拡

大
・新

規
参

入
の

意
向

が
あ

る
事

業
者

へ
の

誘
致

活
動

　　
②

規
模

拡
大

・新
規

参
入

企
業

等
の

誘
致

に
向

け
た

さら
な

る
支

援
の

拡
充

　　
   

【K
PI

：
規

模
拡

大
・新

規
参

入
事

業
者

の
誘

致
 1

事
業

者
】

（
１

-２
）

陸
上

養
殖

の
推

進
　　

①
陸

上
養

殖
を

開
始

す
る

た
め

に
必

要
な

条
件

等
の

調
査

（
R6

～
）

　　
②

陸
上

養
殖

適
地

調
査

の
実

施
（

ボ
ー

リン
グ

調
査

に
よ

り水
質

・水
温

・
　　

　 
水

量
デ

ー
タを

収
集

）
　　

③
調

査
結

果
を

活
用

した
県

内
外

の
水

産
関

連
企

業
等

の
誘

致
（

２
）

ブ
リ人

工
種

苗
の

普
及

　　
①

R5
に

県
内

養
殖

業
者

が
導

入
した

人
工

種
苗

の
飼

育
デ

ー
タの

収
集

・分
析

　　
②

人
工

種
苗

の
普

及
に

向
け

た
県

内
事

業
者

向
け

説
明

会
の

開
催

（
３

）
所

得
の

向
上

を
目

指
した

生
産

コス
トの

削
減

　　
①

補
償

成
長

を
活

用
した

、よ
り効

果
的

か
つ

安
全

な
投

餌
量

削
減

技
術

の
開

発
・検

証
・普

及
　　

②
補

償
成

長
と魚

粉
代

替
飼

料
の

活
用

を
強

み
に

変
え

た
販

売
・輸

出
戦

略
の

推
進

　　
③

デ
ジ

タル
機

器
（

養
殖

管
理

シ
ス

テ
ム

、水
質

監
視

シ
ス

テ
ム

、魚
体

重
推

定
カメ

ラ等
）

を
　

　　
　 

総
合

的
に

整
備

し、
働

き
や

す
い

雇
用

型
漁

業
に

転
換

（
再

掲
）

　　
　　

　【
KP

I：
総

合
的

な
デ

ジ
タ

ル
化

等
を

実
施

す
る

事
業

者
数

 3
件

】
　　

④
養

殖
現

場
で

の
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タル

機
器

の
導

入
支

援
　　

（
４

）
リス

ク
対

策
　　

①
赤

潮
発

生
予

測
技

術
の

確
立

・高
度

化
（

マ
リン

イノ
ベ

ー
シ

ョン
の

取
組

）
（

５
）

担
い

手
対

策
（

再
掲

）
　　

①
新

規
就

業
者

の
育

成
・確

保
　　

②
多

様
な

人
材

が
参

入
しや

す
い

環
境

整
備

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

①
養

殖
生

産
量

（
ﾌﾞ

ﾘ、
ｶﾝ

ﾊﾟ
ﾁ、

ﾏﾀ
ﾞｲ

、ｸ
ﾛﾏ

ｸﾞ
ﾛ）

　①
養

殖
業

が
抱

え
る

課
題

（
漁

場
・人

工
種

苗
・コ

ス
ト・

担
い

手
・販

売
）

に
対

して
パ

ッケ
ー

ジ
で

支
援

を
   

  行
うこ

とで
、養

殖
生

産
量

を
増

加

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　　

養
殖

生
産

量
(ブ

リ、
カ

ン
パ

チ
、マ

ダ
イ

、ク
ロ

マ
グ

ロ
)　

　　
　　

　　
　　

　　
   

出
発

点
(R

4)
13

,7
03

ﾄﾝ
 ⇒

 現
状

(R
5)

 2
0,

83
5ﾄ

ﾝ 
⇒

 R
7 

19
,6

50
ﾄﾝ

 ⇒
 4

年
後

(R
9)

23
,0

00
ﾄﾝ

目
標

値

 　K P I 検 証

新

出
典

：
水

産
白

書

拡

拡

新拡

＜
水

02
＞
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（
１

）
国

内
へ

の
拡

大
　　

①
取

引
額

の
さら

な
る

増
加

に
向

け
て

チ
ェー

ン
店

との
マ

ッチ
ン

グ
の

強
化

　　
②

商
談

の
成

約
率

向
上

、取
引

拡
大

を
目

指
した

営
業

力
強

化
研

修
の

実
施

　　
③

消
費

地
市

場
関

係
者

と県
内

産
地

買
受

人
等

の
意

見
交

換
会

の
実

施
に

よ
る

関
係

強
化

（
２

）
輸

出
の

拡
大

　　
①

「高
知

県
水

産
物

輸
出

促
進

協
議

会
」に

よ
る

国
際

見
本

市
へ

の
出

展
等

を
支

援
　　

②
水

産
物

輸
出

促
進

コー
デ

ィネ
ー

ター
に

よ
る

県
内

事
業

者
の

商
品

開
発

や
販

路
開

拓
の

支
援

　　
③

卸
売

市
場

関
係

者
等

と連
携

した
新

た
な

販
路

の
開

拓
　　

④
東

南
ア

ジ
ア

の
百

貨
店

等
で

店
舗

展
開

す
る

国
内

企
業

と連
携

した
輸

出
拡

大
　　

　・
海

外
の

小
売

店
舗

で
の

高
知

フェ
ア

の
開

催
等

を
通

じて
輸

出
を

拡
大

　　
⑤

県
内

事
業

者
の

商
社

化
を

推
進

し、
農

産
物

を
含

む
AL

L高
知

で
の

輸
出

を拡
大

　　
　・

小
規

模
事

業
者

の
商

品
を

とり
ま

とめ
た

商
談

機
会

を創
出

し、
コン

テ
ナ

出
荷

を
推

進
　　

　
　　 　　　　 　　

　　

県
産

水
産

物
の

外
商

拡
大

（
１

）
国

内
へ

の
拡

大
　　

①
「応

援
の

店
」と

の
取

引
額

は
、コ

ロナ
の

影
響

に
よ

り
　 

　　
大

幅
に

減
少

した
が

、飲
食

店
等

の
需

要
回

復
等

に
　　

　 
よ

り、
コロ

ナ
前

の
水

準
近

くま
で

回
復

。加
え

て
県

内
　　

　 
の

加
工

施
設

の
整

備
が

進
み

大
量

注
文

へ
の

対
応

が
　　

　 
可

能
とな

った
こと

で
大

口
の

取
引

が
増

加
　　

②
大

阪
中

央
卸

売
業

者
と連

携
した

フェ
ア開

催
等

、
　 

　　
販

売
促

進
活

動
に

よ
り量

販
店

、飲
食

店
との

取
　　

 　
引

額
が

増
加

　＜
課

題
＞

　　
○

さら
な

る
取

引
拡

大
に

向
け

、販
路

の
開

拓
が

必
要

　　
○

オ
ン

ライ
ン

に
よ

る
効

率
的

な
商

談
の

開
催

　　
○

これ
ま

で
培

った
関

係
性

の
更

な
る

強
化

（
２

）
輸

出
の

拡
大

　 
①

「高
知

県
水

産
物

輸
出

促
進

協
議

会
」に

よ
る

国
内

　　
　外

の
国

際
見

本
市

等
へ

の
出

展
　 

②
国

内
外

に
ネ

ット
ワ

ー
クを

持
つ

「水
産

物
輸

出
促

進
　　

　コ
ー

デ
ィネ

ー
ター

」を
配

置
、県

内
事

業
者

の
商

品
開

　　
　発

や
販

路
拡

大
を

支
援

　 
③

卸
売

市
場

関
係

者
等

の
輸

出
ル

ー
トを

活
用

した
販

路
　　

　拡
大

　＜
課

題
＞

　 
○

中
国

に
よ

る
日

本
産

水
産

物
の

輸
入

が
停

止
（

R5
）

　 
○

東
南

ア
ジ

ア
等

、経
済

成
長

が
著

しい
国

へ
の

販
路

　　
　開

拓
が

必
要

　 
○

輸
出

国
の

ニー
ズ

に
応

じた
安

定
的

な
商

流
・物

流
の

　　
　構

築
　 

○
県

内
で

輸
出

に
取

り組
む

事
業

者
の

裾
野

の
拡

大

　

現
状

・課
題

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　 

   
   

　　
　　

　　
 

   
   

   
   

   
   

   
   

 
目

標
値

【台
湾

】
 F

O
O

D
 T

AI
PE

I出
展

 賞
味

会
in

台
湾

【中
国

】
・C

hi
na

 F
is

he
rie

s 
an

d 
Se

af
oo

d 
Ex

po
出

展
【香

港
】

・輸
出

ル
ー

トの
開

拓

【シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

】S
EA

FO
O

D
 E

XP
O

 A
SI

A出
展

　　
　　

   
   

   
賞

味
会

in
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
　　

　　
　　

　　
　高

知
フェ

ア

【ベ
トナ

ム
】V

IE
TF

IS
H

出
展

   
   

 【
タイ

】T
H

AI
FE

X出
展

　　
　　

　　
 賞

味
会

in
ベ

トナ
ム

   
   

   
   

 賞
味

会
in

タイ
　　

　　
　　

　高
知

フェ
ア

　　
　　

　　
　　

　　
　高

知
フェ

ア
　　

　　
　　

　　
　　

　
【フ

ィリ
ピン

】M
AF

BE
X出

展
新

【イ
ン

ド】
賞

味
会

in
イン

ド
新

【国
内

】F
O

O
D

EX
　J

AP
AN

／
東

京

＜
水

03
＞

◆
「応

援
の

店
」へ

の
県

内
事

業
者

の
出

荷
額

  
  出

発
点

(R
4)

 2
.8

億
円

 ⇒
 現

状
(R

6)
 5

.5
億

円
 ⇒

 R
7 

5.
3億

円
 ⇒

 ４
年

後
(R

9)
 5

.7
億

円

（
１

）
応

援
の

店
や

卸
売

市
場

関
係

者
等

との
ネ

ット
ワ

ー
クを

活
用

し、
国

内
外

商
の

拡
大

・強
化

　
（

２
）

水
産

物
輸

出
促

進
コー

デ
ィネ

ー
ター

や
卸

売
市

場
関

係
者

等
の

ネ
ット

ワ
ー

クを
活

用
し、

　　
　　

 新
た

な
販

路
の

開
拓

や
拡

大
に

取
り組

む
こと

で
、県

産
水

産
物

の
輸

出
額

が
増

加

◆
水

産
物

の
輸

出
額

　 
 

  出
発

点
(R

4)
 2

.7
億

円
 ⇒

 現
状

(R
5)

 5
.2

億
円

 ⇒
 R

7 
15

.8
億

円
 ⇒

 4
年

後
(R

9)
 1

7.
7億

円

新

拡

新
新

新

【米
国

】（
ボ

ス
トン

）
・S

ea
fo

od
 E

xp
o 

N
or

th
 A

m
er

ic
a

拡 新 拡 新 新
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・漁
業

就
業

者
確

保
委

託
事

業
費

　　
県

独
自

の
就

業
フェ

ア
の

開
催

、
　　

専
門

学
校

等
で

の
セ

ミナ
ー

開
催

、
　　

フェ
ア

出
展

事
業

者
向

け
研

修
会

、
　　

オ
ン

ライ
ン

セ
ミナ

ー
の

開
催

、
　　

小
学

生
向

け
漁

業
紹

介
動

画
の

作
成

・高
知

県
漁

業
就

業
支

援
セ

ン
タ

ー
直

営
研

修
事

業
費

　　
短

期
研

修
、県

内
高

校
で

の
セ

ミナ
ー

開
催

、共
通

座
学

研
修

へ
の

支
援

・長
期

研
修

等
事

業
費

　　
自

営
・雇

用
・漁

家
子

弟
研

修
、

　　
漁

業
経

営
安

定
化

研
修

へ
の

支
援

・高
知

県
漁

業
就

業
支

援
セ

ン
タ

ー
運

営
経

費
　　

セ
ン

ター
の

人
件

費
、事

務
費

担
い

手
の

確
保

・育
成

（
１

）
新

規
就

業
者

の
確

保
・育

成
　　

①
関

西
圏

の
専

門
学

校
等

や
県

内
高

校
で

の
就

業
セ

ミナ
ー

の
開

催
　　

②
県

独
自

の
就

業
フェ

ア
の

開
催

　　
③

移
住

促
進

策
と連

携
した

勧
誘

の
促

進
　

　　
④

就
業

希
望

者
を

対
象

とし
た

短
期

・長
期

研
修

等
の

実
施

　
　　

⇒
情

報
発

信
及

び
就

業
希

望
者

の
掘

り起
こし

を
強

化
し、

更
な

る
新

規
就

業
者

の
確

保
が

必
要

　
（

２
）

多
様

な
人

材
の

確
保

　　
①

水
産

女
子

会
で

の
意

見
交

換
や

、女
性

を
派

遣
して

の
現

地
調

査
に

よ
る

課
題

抽
出

　　
②

障
害

者
等

の
生

き
が

い
や

雇
用

の
場

の
確

保
に

向
け

た
水

福
連

携
の

推
進

　　
⇒

若
者

や
女

性
等

に
選

ば
れ

る
水

産
業

へ
の

転
換

（
３

）
魅

力
あ

る
職

場
づ

くり
の

支
援

　①
若

者
、女

性
等

の
多

様
な

人
材

が
参

入
・定

着
しや

す
い

環
境

   
  整

備
　　

・水
産

女
子

会
で

の
意

見
交

換
、現

地
調

査
に

よ
る

課
題

抽
出

　　
・体

力
的

に
厳

しい
な

どの
労

働
面

で
の

不
安

　　
・雇

用
条

件
に

対
す

る
不

安
（

休
暇

制
度

や
将

来
的

な
給

与
の

　　
　増

加
）

・職
場

環
境

に
関

す
る

課
題

（
更

衣
室

や
トイ

レ
の

改
善

）
　　

⇒
デ

ジ
タル

化
、省

力
化

、更
衣

室
整

備
等

に
よ

る
労

働
環

境
の

改
善

、休
暇

制
度

の
充

実
や

キ
ャリ

ア
パ

ス
の

明
確

化
等

に
よ

る
雇

用
条

件
の

改
善

が
必

要
　②

マ
ル

チ
漁

業
化

の
推

進
に

よ
る

不
漁

等
の

影
響

を
受

け
に

くい
　　

 漁
業

へ
の

転
換

　・
不

漁
や

資
材

高
騰

に
よ

る
経

営
の

悪
化

に
よ

り、
自

営
型

漁
業

　 
 へ

の
新

規
就

業
者

が
減

少
　 

⇒
不

漁
等

に
よ

る
影

響
を

受
け

に
くい

漁
業

へ
の

転
換

が
必

要

現
状

・課
題

（
1）

 新
規

就
業

者
の

確
保

・育
成

　　
①

デ
ジ

タル
マ

ー
ケ

テ
ィン

グ
を

活
用

した
フェ

ア
や

セ
ン

ター
HP

 へ
の

誘
導

策
の

強
化

　　
②

就
業

支
援

セ
ンタ

ー
HP

 コ
ンテ

ンツ
の

充
実

、女
性

や
若

者
を

意
識

した
情

報
提

供
　　

③
漁

業
者

に
よ

る
SN

Sを
活

用
した

情
報

発
信

、水
産

業
と親

和
性

の
高

い
施

設
と連

携
した

PR
　　

 【K
PI

:就
業

フェ
ア

来
場

者
数

（
高

知
：

40
名

、大
阪

：
70

名
）

】　

（
2）

 多
様

な
人

材
の

確
保

　　
➀

女
性

を
主

体
とし

た
事

業
モ

デ
ル

の
構

築
に

向
け

た
検

討
　　

②
水

産
事

業
者

及
び

福
祉

事
業

者
向

け
体

験
会

等
の

開
催

に
よ

る
マ

ッチ
ン

グ
の

強
化

（
3）

魅
力

あ
る

職
場

づ
くり

の
支

援
　　

①
若

者
・女

性
が

働
き

や
す

い
雇

用
型

漁
業

へ
の

転
換

を
推

進
す

る
た

め
、デ

ジ
タル

化
・省

力
化

　　
　 

機
器

の
総

合
的

な
整

備
に

取
り組

む
事

業
者

を
支

援
（

再
掲

）
　　

②
若

者
や

女
性

な
ど多

様
な

人
材

が
働

き
や

す
い

労
働

環
境

の
整

備
を

支
援

　　
③

雇
用

条
件

等
の

改
善

に
向

け
た

専
門

家
の

派
遣

等
、魅

力
あ

る
職

場
づ

くり
を

支
援

　
　　

④
新

規
漁

労
技

術
習

得
研

修
の

要
件

緩
和

とマ
ル

チ
漁

業
化

に
必

要
な

機
器

整
備

等
へ

の
支

援
　　

　　
　【

KP
I：

独
立

自
営

型
の

うち
釣

漁
業

へ
の

就
業

者
数

 ６
名

】

令
和

7年
度

の
取

り組
み

　　
①

県
内

及
び

関
西

圏
で

の
情

報
発

信
の

強
化

等
に

よ
り、

若
者

や
女

性
の

新
規

就
業

者
が

増
加

　　
②

労
働

環
境

及
び

雇
用

条
件

の
改

善
が

進
む

こと
で

、新
規

就
業

者
が

増
加

、定
着

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　 

新
規

就
業

者
数

　出
発

点
(R

4)
53

名
 ⇒

 現
状

(R
6)

41
名

 ⇒
 R

7 
60

名
 ⇒

 4
年

後
(R

9)
60

名
　　

　　
　　

　（
うち

若
年

(1
5～

34
歳

)女
性

  出
発

点
(R

4)
2名

 ⇒
 現

状
(R

6)
１

名
 ⇒

 R
7 

4名
 ⇒

 4
年

後
(R

9)
4名

）
目

標
値

拡

R6
R7＜

水
04

＞

拡

＜
新

規
就

業
者

の
確

保
・育

成
を支

援
＞

漁
業

就
業

支
援

事
業

漁
業

就
業

支
援

事
業

費
補

助
金

・就
業

希
望

者
の

掘
り起

こし
を

さ
ら

に
強

化
・新

規
漁

労
技

術
習

得
研

修
の

拡
充

拡

・女
性

主
体

の
事

業
モ

デ
ル

構
築

事
業

・女
性

活
躍

推
進

事
業

・水
福

連
携

推
進

事
業

拡新

・水
産

業
の

デ
ジ

タ
ル

化
等

推
進

事
業

・労
働

環
境

等
の

改
善

を
支

援

新 新

新拡

拡

＜
環

境
整

備
等

に
向

け
た

支
援

＞
労

働
環

境
等

の
改

善
を

支
援

＜
女

性
活

躍
に

向
け

た
支

援
＞

女
性

活
躍

推
進

事
業

水
福

連
携

推
進

事
業
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